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このマニュアルについて

このマニュアルでは、BEA Tuxedo アプリケーション・トランザクション・
モニタ・インターフェイス (ATMI) ブログラミング環境について説明しま
す。

このマニュアルでは、以下の内容について説明します。

第 1 章「BEA Tuxedo システムの基本概念」－ BEA Tuxedo プログラミ
ング環境の概要

第 2 章「BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ」－ BEA Tuxedo ATMI 環
境の基本的な構成要素。BEA Tuxedo ATMI 環境は、環境への外部イン
ターフェイス、ATMI 層、MIB、システムの各サービス、および標準に
準拠したリソース・マネージャとのインターフェイスから構成されます。

第 3 章「BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス」－ BEA 
Tuxedo システムに基づいて作成された ATMI アプリケーションのインフ
ラストラクチャを共同で構成する中心的な BEA Tuxedo システム管理と
サーバ・プロセス

第 4 章「BEA Tuxedo の管理ツール」－ Tuxedo アプリケーションを管理
するためにユーザが利用できる BEA Tuxedo 管理プロセス

  対象読者

このマニュアルは、BEA Tuxedo プログラミング環境について学び、BEA 
Tuxedo システムを使用して分散 ATMI アプリケーションを作成する必要の
あるプログラマを対象としています。
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e-docs Web サイト

BEA 製品のマニュアルは BEA 社の Web サイト上で参照することができま
す。BEA ホーム・ページの [製品のドキュメント ] をクリックするか、また
は http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html に直接アクセスしてく
ださい。

マニュアルの印刷方法

このマニュアルは、ご使用の Web ブラウザで一度に 1 ファイルずつ印刷で
きます。Web ブラウザの [ファイル ] メニューにある [印刷 ] オプションを
使用してください。

このマニュアルの PDF 版は、e-docs Web サイトの BEA Tuxedo マニュアル・
ページから入手できます。また、マニュアルの CD-ROM にも収められてい
ます。この PDF を Adobe Acrobat Reader で開くと、マニュアル全体または
一部をブック形式で印刷できます。PDF 形式を利用するには、BEA Tuxedo 
マニュアル・ページの [PDF 版 ] ボタンをクリックして、印刷するマニュア
ルを選択します。

Adobe Acrobat Reader をお持ちではない場合は、Adobe Web サイト 
(http://www.adobe.co.jp/) から無償で入手できます。
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関連情報

次の BEA Tuxedo ドキュメントには、『BEA Tuxedo システム入門』に関連す
る情報が記載されています。

『製品の概要』

『BEA Tuxedo の相互運用性』

『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』

ATMI、トランザクション処理、および BEA Tuxedo ATMI のアーキテク
チャ 環境の構成と管理の詳細については、「参考資料」を参照してください。

サポート情報

皆様の BEA Tuxedo マニュアルに対するフィードバックをお待ちしていま
す。ご意見やご質問がありましたら、電子メールで docsupport-jp@bea.com 
までお送りください。お寄せいただきましたご意見は、BEA Tuxedo マニュ
アルの作成および改訂を担当する BEA 社のスタッフが直接検討いたします。

電子メール メッセージには、BEA Tuxedo 8.1 リリースのマニュアルを使用
していることを明記してください。

BEA Tuxedo に関するご質問、または BEA Tuxedo のインストールや使用に
際して問題が発生した場合は、http://www.bea.com の BEA WebSUPPORT 
を通して BEA カスタマ・サポートにお問い合わせください。カスタマ・サ
ポートへの問い合わせ方法は、製品パッケージに同梱されている カスタマ・
サポート・カードにも記載されています。

カスタマ・サポートへお問い合わせの際には、以下の情報をご用意くださ
い。
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mailto:docsupport@bea.com
http://www.bea.com


お客様のお名前、電子メール・アドレス、電話番号、Fax 番号

お客様の会社名と会社の住所

ご使用のマシンの機種と認証コード

ご使用の製品名とバージョン

問題の説明と関連するエラー・メッセージの内容

表記上の規則

このマニュアルでは、以下の表記規則が使用されています。

規則 項目

太字 用語集に定義されている用語を示します。

Ctrl + Tab 2 つ以上のキーを同時に押す操作を示します。

イタリック
体

強調またはマニュアルのタイトルを示します。

等幅テキスト コード・サンプル、コマンドとオプション、データ構造とメンバ、
データ型、ディレクトリ、およびファイル名と拡張子を示します。
また、キーボードから入力する文字も示します。

例 : 
#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float
x 『BEA Tuxedo システム入門』



等幅太字 コード内の重要な単語を示します。

例 : 
void commit ( )

等幅イタリッ
ク体

コード内の変数を示します。

例 : 
String expr

大文字 デバイス名、環境変数、および論理演算子を示します。

例 : 
LPT1
SIGNON
OR

{ } 構文の行で選択肢を示します。かっこは入力しません。

[ ] 構文の行で省略可能な項目を示します。かっこは入力しません。

例 : 
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の行で、相互に排他的な選択肢を分離します。記号は入力し
ません。

... コマンド行で次のいずれかを意味します。 
コマンド行で同じ引数を繰り返し指定できること

省略可能な引数が文で省略されていること

追加のパラメータ、値、その他の情報を入力できること

省略符号は入力しません。

例 : 
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード例または構文の行で、項目が省略されていることを示しま
す。省略符号は入力しません。

規則 項目
『BEA Tuxedo システム入門』 xi
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章

1 BEA Tuxedo システ
ムの基本概念

以下の節では、BEA Tuxedo プログラミング環境の概要を説明します。

BEA Tuxedo システムとは

クライアント /サーバ・モデルの分析

クライアント /サーバ・モデルにおける BEA Tuxedo システム

BEA Tuxedo のクライアントとは

BEA Tuxedo サーバとは

BEA Tuxedo システムによって提供されるアプリケーション処理サービ
ス

BEA Tuxedo システムによって提供される管理サービス

BEA Tuxedo システムとは

BEA Tuxedo システムは、メッセージ・ベースの通信、および必要に応じて
分散トランザクション処理を行って、複数のプラットフォーム、データベー
ス、およびオペレーティング・システムにわたってアプリケーションを分散
するミドルウェア製品です。 
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1 BEA Tuxedo システムの基本概念
クライアント /サーバ・アプリケーションでは、ミドルウェアを使用して、
複数のサーバ間で処理を分散したり、分散トランザクションを管理したり、
複数のデータベース・プラットフォームを統合することができます。ミドル
ウェア・システムは、オンライン・トランザクション処理 (OLTP) システム
と呼ばれることもあります。

BEA Tuxedo システムは、AT&T、UNIX System Laboratories (USL)、
Novell、および BEA 社などのテクノロジ企業のグループが 20 年以上の年月
をかけて開発した完成度の高い製品です。このシステムは、開発プラット
フォームであると同時に、実行プラットフォームでもあります。BEA 
Tuxedo システムは、オペレーティング・システムの拡張として機能します。

BEA Tuxedo システムでは、以下が実現されています。

異種クライアント /サーバ環境における分散オンライン・トランザクショ
ン・アプリケーションの作成と集中管理のための業界標準。

アプリケーション開発者にとって使いやすいシステム。開発者は、使用

するサーバのロケーション、ルーティング、プラットフォームなどの詳
細を完全に把握する必要はありません。BEA Tuxedo アプリケーション
では、プログラムのこのような要素が透過的に扱われています。

信頼性が高く、パフォーマンスに優れ、管理しやすい分散システムを作

成して管理し、維持するための基盤。

アーキテクチャに関する機能

BEA Tuxedo システムは、ATMI アプリケーションのアーキテクチャ的側面
を実現する多くの機能を提供します。

分散サービス－異なるハードウェア・プラットフォーム上に存在するア

プリケーション・サービスやシステム・サービスに対して、透過的にア
クセスすることができます。

高速なコネクションレス型通信－クライアントがサーバではなく掲示板

に接続するので、システムのパフォーマンスが向上します。

サーバの透過性－掲示板上のサービス・ディレクトリによってサービス

名がサーバにマップされるので、クライアントがサーバを識別する必要
はありません。
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BEA Tuxedo システムとは
スケーラビリティ－アプリケーション設計者が、サービスおよびサーバ

を簡単に複製したり分散できるので、要求されるシステム・ロードの変
化にすばやく対応して Tuxedo アプリケーションの規模を調整できます。
プログラムでしきい値を設定して、BEA Tuxedo システムで自動的に
サーバを新しく作成したり、シャットダウンすることができます。

管理に関する機能

BEA Tuxedo システムは、ATMI アプリケーションの管理的側面を実現する
多くの機能を提供します。

パスワード・セキュリティおよびアクセス制御セキュリティ－パスワー

ド・セキュリティにより、アプリケーション設計者は、初期化の際にパ
スワードを要求すること (認証 ) によってアクセスを制御できます。ア
クセスは、権限によってさらに制御できます。これは、特定のアプリ
ケーション・サービスへのアクセスを制限する手段で、明示的な許可を
与えられ、認証を受けたクライアントだけがサービスにアクセスできま
す。

アプリケーション固有のイベントおよびシステム・イベントの通知－

BEA Tuxedo システムでは、サーバが予期せず終了したりネットワーク
で障害が発生したりといったアプリケーション・イベントやシステム・
イベントの詳細情報が提供されます。クライアントまたはサーバによっ
てイベントがポストされると、Tuxedo パブリッシュ・アンド・サブスク
ライブ・コンポーネントがそのイベントのすべてのサブスクライバを確
認し、各サブスクリプションの指定に従って適切な処理を行います。

管理情報ベース (MIB)－独自のプログラムによってアプリケーションの
監視、コンフィギュレーション、およびチューニングを行うことができ
る管理用のインターフェイスです。これは、フィールド操作言語 (FML) 
属性として定義され、インプリメンテーションに依存しない管理データ
ベースです。情報を照会したり、変更することができます。

Web ベースの管理－World Wide Web を通して BEA Tuxedo アプリケー
ションのコンフィギュレーションと制御を行うグラフィカル・ユーザ・
インターフェイスです。
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1 BEA Tuxedo システムの基本概念
プログラミングに関する機能

BEA Tuxedo システムは、ATMI アプリケーションのプログラミングの側面
を実現する多くの機能を提供します。

通信方法－ BEA Tuxedo システムのアプリケーション・プログラミング・
インターフェイス (API) は、X/Open の XATMI インターフェイスのスー
パーセットであり、アプリケーション・トランザクション・モニタ・イ
ンターフェイス (ATMI) と呼ばれます。Tuxedo の ATMI には、分散アプ
リケーションを作成するための通信方法が豊富に提供されています。

分散トランザクション処理 (DTP)－分散アプリケーション全体で行われ
ている作業をアトミックに完了することができます。これは、どの 
OLTP システムにおいても重要な特徴の 1 つです。

型付きバッファ－異種プラットフォーム間でアプリケーション・データ

を透過的に処理することができます。

X/Open XA 準拠－ BEA Tuxedo システムは、トランザクション・データ
ベース・システム (リソース・マネージャ ) に関する X/Open インター
フェイス標準に準拠しています。そのため、アプリケーション設計者は
データの整合性を維持しながら、アプリケーション内で複数のデータ
ベースを混在させ、そのデータベースに合致させることができます。

X/Open TX 準拠－ BEA Tuxedo システムは、トランザクションの境界判
定に関する X/Open インターフェイス標準に準拠しています。BEA 
Tuxedo は、トランザクションの境界判定のための独自の ATMI インター
フェイスも提供します。

クライアント /サーバ・モデルの分析

クライアント /サーバ・アーキテクチャでは、クライアント (サービスを必
要とするユーザを表すプログラム ) とサーバ (サービスを提供するプログラ
ム ) は、それぞれ別個の論理オブジェクトであり、ネットワーク上で通信し
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クライアント /サーバ・モデルの分析
て共同で処理を行います。クライアントは、サービスを要求し、その要求に
対する応答を受け取ります。サーバは、要求を受け取って処理し、要求され
た応答を送り返します。

クライアント /サーバ・アーキテクチャの特徴
クライアント /サーバ アーキテクチャには以下の特徴があります。

非対称のプロトコル－クライアントとサーバの間の多対 1 の関係。クラ
イアントは、常にサービスを要求することによって会話を開始します。
サーバは、受動的にクライアントからの要求を待ちます。

サービスのカプセル化－サーバは、サービスを要求するメッセージを受

け取り、それをどのように処理するかを決定します。サーバとクライア
ントによって使用されるメッセージ・インターフェイスが変更されない
限り、クライアントに影響を与えずにサーバをアップグレードできます。

整合性－サーバのコードとデータを集中管理することにより、メンテナ

ンスのコストを抑えることができ、共有データの整合性が保護されます。
同時に、クライアントの個別性と独立性を維持できます。

位置透過性－サーバは、クライアント プロセスと同じマシン、または
ネットワーク上のほかのマシンに存在するプロセスです。通常、クライ
アント /サーバ・ソフトウェアでは、サービス要求をリダイレクトする
ことによって、サーバのロケーションがクライアントに隠ぺいされます。
クライアントがサーバの位置を意識する必要はありません。

名前空間透過性－クライアントは、ネットワーク上のどのサーバの検索

にも同じ命名規則 (および名前空間 ) を使用できる必要があります。

メッセージ・ベースの交換－クライアントとサーバは、メッセージを使

用して、サービス要求と応答を交換できる疎結合のプロセスです。

モジュール方式の拡張可能な設計－クライアント /サーバ・アプリケー
ションはモジュール方式で設計されており、フォルトトレラントにする
ことができます。フォルトトレラントなシステムでは、障害が発生して
もアプリケーション全体がシャットダウンすることはありません。フォ
ルトトレラントなクライアント /サーバ・アプリケーションでは、異常
終了したサーバ上で提供されていたサービスがほかのアクティブなサー
バ上で利用できる限り、1 つ以上のサーバが異常終了しても、システム
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1 BEA Tuxedo システムの基本概念
全体が停止することはありません。モジュール方式のもう 1 つの利点と
して、クライアント /サーバ・アプリケーションが、1 つ以上のサービス
またはサーバを追加したりシャットダウンすることによって、システム・
ロードの増加や減少に自動的に対応できます。

プラットフォームからの独立性－理想的なクライアント /サーバ・ソフト
ウェアは、ハードウェアやオペレーティング・システムのプラット
フォームに依存しないので、クライアントとサーバで異なるプラット
フォームを使用できます。クライアントとサーバは、それぞれが実行す
る作業のタイプを最適化して、異なるオペレーティング・システムを使
用する異なるハードウェア上で実行できます。

再利用可能なコード－サービス・プログラムを複数のサーバ上で使用で

きます。

スケーラビリティ－クライアント /サーバ・システムは、水平方向または
垂直方向に規模を調整できます。水平方向の調整とは、クライアント・
ワークステーションの追加または削除を意味します。パフォーマンスに
はわずかにしか影響しません。垂直方向の調整とは、より大型で高速の
サーバ・マシンへの移行、またはサーバ・マシンの追加を意味します。

クライアント /サーバ機能の分離－クライアント /サーバとは、同じマシン
または別のマシン上で実行されるプロセス間の関係です。サーバ・プロ
セスは、サービスの供給者です。クライアントは、サービスの要求者で
す。クライアント /サーバでは、両者の機能がはっきりと区別されます。

共有リソース－ 1 つのサーバが多くのクライアントに対してサービスを
同時に提供し、共有リソースに対するアクセスを制御できます。
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クライアント /サーバ・モデルの分析
2 層および 3 層のクライアント /サーバ・アーキテ
クチャの違い

すべてのクライアント /サーバ・アプリケーションには、次の 3 つの機能単
位が含まれています。

プレゼンテーション・ロジックまたはユーザ・インターフェイス (たとえ
ば、ATM マシン )

ビジネス・ロジック (たとえば、顧客が口座残高を照会するためのソフト
ウェア )

データ (たとえば、顧客の口座レコード )

これらの機能単位は、クライアント プログラムの構成要素またはアプリケー
ション内の 1 つまたは複数のサーバ プログラムの構成要素になります。数多
くの種類のアーキテクチャからどれを選択するかは、次の図に示されている
ように、アプリケーションをどのように分割するか、そして階層間の通信に
どのようなミドルウェアを使用するかによって決まります。
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1 BEA Tuxedo システムの基本概念
図 1-12 層および 3 層のクライアント /サーバ・モデル

2 層クライアント /サーバ・アプリケーションでは、ビジネス・ロジックが
クライアント上のユーザ・インターフェイス内に埋め込まれているか、また
はサーバ上のデータベース内にストアド・プロシージャとして格納されてい
ます。または、ビジネス・ロジックがクライアントとサーバ間で分割されて
いる場合もあります。ストアド・プロシージャを含むファイル・サーバや
データベース・サーバは、2 層アーキテクチャの一例です。

3 層クライアント /サーバ・アプリケーションでは、ビジネス・ロジックが
データやユーザ・インターフェイスから切り離された中間層に存在します。
このような方法で、プロセスをユーザ・インターフェイスやデータベースと
切り離して管理し、実行することができます。また、3 層システムでは、複
数のソースからのデータを統合することもできます。
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クライアント /サーバ・モデルの分析
ニーズに応じたクライアント /サーバの各種のアー
キテクチャ

クライアント /サーバ・アーキテクチャは、以下の各状況におけるニーズに
対応できます。

小規模な事業およびラップトップ－クライアント、ミドルウェア・ソフ

トウェア、および大部分のビジネス・サービスが同じマシン上で動作し
ます。この方法は、歯科医院、在宅業務、ラップトップ・コンピュータ
を多用する出張者などの小規模な事業に使用することをお勧めします。

中小企業および社内の部署－ LAN ベースの単一サーバ・アプリケーショ
ンを必要とします。このタイプのアプリケーションのユーザには、複数
の医師を擁する病院、複数の部署がある企業、複数の支店を持つ銀行な
ど、中小規模のビジネスが該当します。このタイプのアプリケーション
では、複数のクライアントが 1 つのローカル・サーバと通信します。管
理業務は単純です。セキュリティはマシン・レベルでインプリメントさ
れ、障害は簡単に検出できます。

大企業－さまざまな機能を提供する複数のサーバを必要とします。社内

ネットワーク、イントラネット、およびインターネット上に複数のサー
バが存在し、そのすべてが高いスケーラビリティを持ちます。サーバは、
機能、リソース、またはデータベースごとに分割したり、また障害耐久
性やパフォーマンスの向上のために複製することもできます。これは、
強力かつ柔軟性の高いモデルです。このクライアント /サーバ・モデル
では、アプリケーションがうまく構築されているかどうかが重要です。
作業をサーバ間で分担したり、あるサーバの作業をほかのサーバに委譲
する場合もあります。
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1 BEA Tuxedo システムの基本概念
クライアント /サーバ・モデルにおける 
BEA Tuxedo システム

BEA Tuxedo システムは、クライアント /サーバ・モデルの中央に配置され
ます。BEA Tuxedo アプリケーションでは、クライアントがログインし、ア
プリケーションによって提供されるサービスを要求します。BEA Tuxedo シ
ステムでは、透過的な掲示板を通してこれらのサービスが提供されます。掲
示板には、サービスを宣言するグローバル・ディレクトリが定義されていま
す。

たとえば、次の銀行業務サンプル・アプリケーションの場合、掲示板には預
け入れ、引き出し、残高照会などのサービスが宣言されます。この後、BEA 
Tuxedo システムが、要求されたサービスを提供できるサーバを該当する支
店で見つけます。

図 1-2銀行業務のサンプル・アプリケーションにおけるクライアントとサー
バ
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BEA Tuxedo のクライアントとは
この銀行業務サンプル・アプリケーションでは、BEA Tuxedo アプリケー
ションを構成する以下の基本単位が示されています。

クライアント－ユーザからの入力を収集し、BEA Tuxedo システムを通
して要求をサーバに送信した後、サーバからの応答を収集してユーザに
配信するプログラム。

サーバ－アプリケーションを定義する一連のサービスに、ビジネス・ロ

ジックがカプセル化されたプログラム。

ミドルウェア－クライアントとサーバ間のやり取りをサポートするため

に必要なあらゆる分散ソフトウェア。これは、クライアントがサーバか
らサービスを取得するための手段です。ミドルウェアは、クライアント (
要求の発行と応答の受信 ) およびサーバ (応答の発行 ) によって使用され
る API 関数と、クライアントの要求とサーバの応答をネットワーク上で
転送するためのメッセージング・パラダイムで構成されます。ミドル
ウェアには、クライアント・ユーザ・インターフェイス、アプリケー
ション・ロジック、またはサーバによって提供されるサービスは含まれ
ません。

BEA Tuxedo 銀行業務サンプル・アプリケーションでは、クライアント (現
金自動預け払い機および銀行窓口 ) が要求を行い、(支店の ) サーバがサービ
スと応答を提供します。たとえば、ある顧客が、現金自動預け払い機を使っ
て自分の当座預金の残高を調べるとします。現金自動預け払い機 (クライア
ント ) は、残高を取得するためにサーバを呼び出します。サーバは要求を受
信し、残高を取得し、その情報を現金自動預け払い機に送信します。

BEA Tuxedo のクライアントとは

クライアントとは、ユーザからの要求を収集し、その要求を処理できるサー
バに渡すプログラムです。アプリケーションのフロント・エンドの一部とし
て、PC またはワークステーション上に置くことができます。また、ATM マ
シンなどの通信装置を読み取るソフトウェアの中に埋め込むこともできま
す。このような通信装置からデータが収集され、BEA Tuxedo サーバによっ
て処理される前にフォーマット処理されます。
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1 BEA Tuxedo システムの基本概念
プログラムがクライアントになるには、アプリケーション・トランザクショ
ン・モニタ・インターフェイス (ATMI) と呼ばれる BEA Tuxedo の関数およ
びプロシージャのライブラリを呼び出せることが必要です。ATMI は、いく
つかの言語バインディングでサポートされています。

クライアントは、ATMI のクライアント初期化ルーチンを呼び出すことに
よって、Tuxedo アプリケーションに参加します。アプリケーションに一度
参加すると、クライアントはトランザクション境界を定義したり、アプリ
ケーションのほかのプログラムと通信するための ATMI 関数を呼び出すこと
ができるようになります。クライアントは、ATMI 終了関数を呼び出すこと
によってアプリケーションから分離します。必要な場合だけアプリケーショ
ンに参加し、必要なタスクが完了したら分離するようにすると、ほかのクラ
イアントやサーバが使用できるように BEA Tuxedo システムのリソースを解
放できます。

分散アプリケーションを構築する場合、ビジネスに関して、処理対象の情報
がどのように集められて提供されるかを決定する必要があります。ATMI 関
数を呼び出す場所やタイミングは、ビジネス・ロジックやビジネス・ルール
に従って自由に決めることができます。ある BEA Tuxedo アプリケーション
に参加し、いくつかのタスクを実行してこのアプリケーションから分離した
後、別の BEA Tuxedo アプリケーションに参加して別のタスクを実行するこ
とができます。マルチコンテキスト・アプリケーションを使用している場合
は、どのアプリケーションからも分離せずに、複数のアプリケーションでタ
スクを実行することができます。

BEA Tuxedo サーバとは

BEA Tuxedo サーバとは、一連のサービスを監視し、それらを要求したクラ
イアントに対して自動的にディスパッチするプロセスです。それに対して、
サービスとは、ビジネスに必要な特定のタスクを実行するサーバ・プログラ
ム内の関数です。たとえば、銀行には、預け入れを受け取るサービスと、口
座残高を報告するサービスが用意されています。あるサーバが、この両方の
サービスをクライアントから受け取ったとします。そのサーバは、その責任
として該当するサービスに各要求をディスパッチします。
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BEA Tuxedo システムによって提供されるアプリケーション処理サービス
サービス関数は、SQL などのデータベース・インターフェイスへの呼び出し
を通じて、ビジネス・ロジックをインプリメントします。また、ATMI への
呼び出しによって、ほかのサービスや問い合わせ、別のリソースにアクセス
する場合もあります。これらのサービスが存在するサーバでは、クライアン
トに応答するか、またはクライアントの要求を別のサービスに送信します。

BEA Tuxedo システムによって提供さ
れるアプリケーション処理サービス

BEA Tuxedo システムでは、アプリケーション開発者が以下の機能をアプリ
ケーションにインプリメントするためのサービスが提供されています。

データ圧縮

データ依存型ルーティング

データ符号化

データ暗号化

データ・マーシャリング

ロード・バランシング

メッセージの優先順位付け

サービスおよびイベントのネーミング

Tuxedo アプリケーション処理サービスの説明については、2-1 ページの
「BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ」を参照してください。
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BEA Tuxedo システムによって提供さ
れる管理サービス

BEA Tuxedo システムでは、アプリケーション管理者が以下の管理タスクを
行うためのサービスが提供されています。

アプリケーションの起動とシャットダウン

中央集中型のアプリケーション・コンフィギュレーション

分散アプリケーション管理

アプリケーションの動的な再コンフィギュレーション

ワークステーション管理

セキュリティ管理

トランザクション管理

メッセージ・キューイング管理

イベント管理

管理サービスを提供する Tuxedo システム管理プロセスの説明については、
3-1 ページの「BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス」および 4-1 
ページの「BEA Tuxedo の管理ツール」を参照してください。管理サービス
の詳しい使い方については、『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』およ
び『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』を参照してください。
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章

2 BEA Tuxedo ATMI 
のアーキテクチャ

以下の節では、BEA Tuxedo ATMI 環境の基本的な構成要素について説明し
ます。

BEA Tuxedo ATMI 環境の基本アーキテクチャ

ATMI の使用

BEA Tuxedo のメッセージング・パラダイム

要求の入れ子と転送

BEA Tuxedo によるメッセージの処理

型付きバッファ

データ圧縮

データ依存型ルーティング

データの符号化と復号化

データの暗号化

データの暗号化

ロード・バランシング

メッセージの優先順位付け

ネーミング
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
BEA Tuxedo ATMI 環境の基本アーキテ
クチャ

次の図は、BEA Tuxedo ATMI 環境を構成する基本的な要素を示しています。
BEA Tuxedo は、システムへの外部インターフェイス、ATMI 層、MIB、
BEA Tuxedo システムの各サービス、および標準に準拠したリソース・マ
ネージャとのインターフェイスから構成されます。

図 2-1BEA Tuxedo ATMI の基本アーキテクチャ

この図で示してあるように、BEA Tuxedo ATMI 環境は次の要素から構成さ
れています。 
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BEA Tuxedo ATMI 環境の基本アーキテクチャ
構成要素 説明

外部インターフェイス
層

この層は、ユーザとシステム間のインターフェイスから
構成されています。アプリケーション開発ツールと、
BEA Tuxedo Administration Consoleなどの管理ツールの
両方が含まれています。Administration Console は、標準
の管理コンソールとやり取りすることができます。その
ため、ユーザは BEA Tuxedo ATMI 環境とネットワーク
のコンフィギュレーションを 1 つのコンソールから管理
できます。また、アプリケーションのアーキテクチャの
設計者や開発者は、独自の管理ツールまたはアプリケー
ション固有のツールや特定分野のツールを MIB の最上位
に構築できます。

アプリケーション・ト
ランザクション・モニ
タ・インターフェイス 
(ATMI: Application to 
Transaction Monitor 
Interface)

アプリケーションと BEA Tuxedo ATMI 環境間のイン
ターフェイス。ATMI と BEA Tuxedo システムには、ト
ランザクションを行う X/Open DTP モデルがインプリメ
ントされています。ATMI では、抽象的な環境として位
置透過性がサポートされ、インプリメンテーションの詳
細が隠蔽されます。そのため、プログラマはアプリケー
ション・コードを変更せずに、複数のプラットフォーム
に BEA Tuxedo アプリケーションをコンフィギュレー
ションして運用できます。

メッセージング・パラ
ダイム 

クライアントとサーバ間のメッセージ転送に関する各種
のモデル。BEA Tuxedo ATMI メッセージング・パラダイ
ムには、要求 /応答、会話、キューイング、パブリッ
シュ・アンド・サブスクライブ、および任意通知型通知 .
があります。

管理情報ベース (MIB) BEA Tuxedo ATMI 環境のプログラミングと管理を行うた
めのインターフェイス。MIB での操作によって、監視、
コンフィギュレーション、チューニングなど、すべての
管理タスクを行うことができます。MIB では、一度に 1 
つのタスクを 1 つのオブジェクトに対して実行したり、
ツール・キットを作成してタスクやオブジェクトをバッ
チ処理することができます。MIB および MIB インター
フェイスについては、4-1 ページの「BEA Tuxedo の管理
ツール」を参照してください。
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
BEA Tuxedo サービス 
(アプリケーション処
理サービスおよび管理
サービス )

BEA Tuxedo ATMI 環境のインフラストラクチャによって
提供されるアプリケーションの開発と管理のためのサー
ビスや機能。

BEA Tuxedo 開発者が利用できるアプリケーション処理
サービスには、データ圧縮、データ依存型ルーティング、
データ符号化、データ暗号化、データ・マーシャリング、
ロード・バランシング、メッセージの優先順位付け、お
よびサービスとイベントのネーミングがあります。これ
らのサービスについては後述します。

BEA Tuxedo の管理者から利用できる管理サービスには、
アプリケーションの起動とシャットダウン、中央集中型
のアプリケーション・コンフィギュレーション、分散ア
プリケーション管理、動的なアプリケーションの再コン
フィギュレーション、ワークステーション管理、セキュ
リティ管理、トランザクション管理、メッセージ・
キューイング管理、およびイベント管理があります。 
管理サービスを提供するシステム管理プロセスについて
は、3-1 ページの「BEA Tuxedo システムの管理とサー
バ・プロセス」および 4-1 ページの「BEA Tuxedo の管理
ツール」を参照してください。

リソース・マネージャ データが格納されたソフトウェア製品。データは、ここ
からアプリケーション・ベースの照会によって取得され
ます。リソース・マネージャ (RM) は、BEA Tuxedo 
ATMI 環境とやり取りを行い、XA 標準インターフェイス
をインプリメントしています。リソース・マネージャの
代表的な例はデータベースです。リソース・マネージャ
によって、トランザクション機能とアクションの永続性
が可能になります。これらは、グローバル (分散 ) トラン
ザクション内でアクセスして制御できます。

構成要素 説明 （続き）
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ATMI の使用
ATMI の使用

BEA Tuxedo API である ATMI は、通信、トランザクション、およびデー
タ・バッファ管理を行うためのインターフェイスで、BEA Tuxedo システム
でサポートされているすべての環境で動作します。ATMI によって、アプリ
ケーション・プログラムと BEA Tuxedo システムとが接続されます。ATMI 
は、広範囲にわたる各種機能に対する 1 つの単純なインターフェイスです。
ATMI には、トランザクション処理の X/Open DTP モデルがインプリメント
されています。

図 2-2ATMI の使用

ATMI ライブラリには、BEA Tuxedo ATMI アプリケーションでグローバ
ル・トランザクションを定義し、制御するための各種の関数 (ルーチンなど
) が含まれています。グローバル・トランザクションを使用すると、分散ア
プリケーションにおいて、複数のプログラムとリソース・マネージャにかか
わる排他的な操作単位を管理できます。1 つのトランザクションでのすべて
の操作は、1 つの論理単位として扱われます。そのため、タスクを正常に完
了できないプログラムが 1 つでもあると、そのトランザクションではプログ
ラムによってどの操作も実行されません。
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
ATMI 関数は、プログラム間でデータを送受信できるようにして、分散プロ
グラムを互いに結び付けます。すべての ATMI 関数は、型付きバッファで
データを送受信します。

次の表は、C および COBOL のバインディング対応の ATMI 関数と、それら
の関数によって行われる処理を示しています。関数は、タスクごとに分類さ
れています。
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ATMI の使用
表 2-1ATMI 関数

タスク . . C 関数
 . .

COBOL 言語の関数 . .
説明 . .

クライアントのメ
ンバーシップ

tpchkauth(3c) TPCHKAUTH(3cbl) 認証が必要かどうかを確
認します。

tpinit(3c) TPINITIALIZE(3cbl) クライアントをアプリ
ケーションに参加させま
す。

tpterm(3c) TPTERM(3cbl) クライアントをアプリ
ケーションから分離しま
す。

バッファ管理 tpalloc(3c) N/A メッセージ・バッファを
作成します。

tprealloc(3c) N/A メッセージ・バッファの
サイズを変更します。

tpfree(3c) N/A メッセージ・バッファを
解放します。

tptypes(3c) N/A メッセージのタイプとサ
ブタイプを取得します。

メッセージの優先
順位

tpgprio(3c) TPGPRIO(3cbl) 最後の要求の優先順位を
取得します。

tpsprio(3c) TPSPRIO(3cbl) 次の要求の優先順位を設
定します。

要求 /応答型通信 tpcall(3c) TPCALL(3cbl) サービスへの同期要求 /
応答を開始します。

tpacall(3c) TPACALL(3cbl) 非同期要求 (ファンアウ
ト ) を開始します。

tpgetrply(3c) TPGETRPLY(3cbl) 非同期応答を受け取りま
す。

tpcancel(3c) TPCANCEL(3cbl) 非同期要求を取り消しま
す。
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
会話型通信 tpconnect(3c) TPCONNECT(3cbl) サービスとの会話を開始
します。

tpdiscon(3c) TPDISCON(3cbl) 会話を異常終了します。

tpsend(3c) TPSEND(3cbl) 会話中にメッセージを送
信します。

tprecv(3c) TPRECV(3cbl) 会話中にメッセージを受
信します。

メッセージ・
キューイング通信

tpenqueue(3c) TPENQUEUE(3cbl) メッセージをメッセージ・
キューに登録します。

tpdequeue(3c) TPDEQUEUE(3cbl) メッセージをメッセージ・
キューから取り出します。

表 2-1ATMI 関数 （続き）

タスク . . C 関数
 . .

COBOL 言語の関数 . .
説明 . .
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ATMI の使用
パブリッシュ・ア
ンド・サブスクラ
イブ通信

tpnotify(3c) TPNOTIFY(3cbl) クライアントに任意通知
型メッセージを送信しま
す。

tpbroadcast(3c) TPBROADCAST(3cbl) 複数のクライアントに
メッセージを送信します。

tpsetunsol(3c) TPSETUNSOL(3cbl) 任意通知型メッセージの
コールバックを設定しま
す。

tpchkunsol(3c) TPCHKUNSOL(3cbl) 任意通知型メッセージの
到着を確認します。

N/A TPGETUNSOL(3cbl) 任意通知型メッセージを
取得します。

tppost(3c) TPPOST(3cbl) イベント・メッセージを
ポストします。

tpsubscribe(3c) TPSUBSCRIBE(3cbl) イベント・メッセージを
サブスクライブします。

tpunsubscribe(3c) TPUNSUBSCRIBE(3cbl) イベント・メッセージの
サブスクリプションを削
除します。

表 2-1ATMI 関数 （続き）

タスク . . C 関数
 . .

COBOL 言語の関数 . .
説明 . .
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
トランザクション
管理 (表最後の注記
を参照 )

tpbegin(3c) TPBEGIN(3cbl) トランザクションを開始
します。

tpcommit(3c) TPCOMMIT(3cbl) 現在のトランザクション
をコミットします。

tpabort(3c) TPABORT(3cbl) 現在のトランザクション
をロールバックします。

tpgetlev(3c) TPGETLEV(3cbl) トランザクション・モー
ドであるかどうかを確認
します。

tpsuspend(3c) TPSUSPEND(3cbl) 現在のトランザクション
を一時停止します。

tpresume(3c) TPRESUME(3cbl) トランザクションを再開
します。

サービスの登録と
応答

tpsvrinit(3c) TPSVRINIT(3cbl) サーバを初期化します。

tpsvrdone(3c) TPSVRDONE(3cbl) サーバを終了します。

tpservice(3c) N/A サービス・エントリ・ポ
イントのプロトタイプで
す。

N/A TPSVCSTART(3cbl) サービス情報を取得しま
す。

tpreturn(3c) TPRETURN(3cbl) サービス関数を終了しま
す。

tpforward(3c) TPFORWAR(3cbl) 要求を転送します。

動的な宣言 tpadvertise(3c) TPADVERTISE(3cbl) サービス名を宣言します。

tpunadvertise(3c) TPUNADVERTISE(3cbl) サービス名の宣言を取り
消します。

表 2-1ATMI 関数 （続き）

タスク . . C 関数
 . .

COBOL 言語の関数 . .
説明 . .
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BEA Tuxedo のメッセージング・パラダイム
注記 BEA Tuxedo ATMI トランザクション管理関数を使用することは必須
ではありません。BEA Tuxedo は X/Open TX トランザクション管理
関数もサポートしているので、トランザクション管理にそれらの関
数を使用することもできます。

関連項目

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』 の 2-33 ページの「ATMI 
を使用してシステム・エラーとアプリケーション・エラーを処理する」

BEA Tuxedo のメッセージング・パラ
ダイム

アプリケーションのサーバ・プロセスの管理およびトランザクションの管理
に加えて、BEA Tuxedo ATMI ではクライアント /サーバ通信も管理します。
つまり、クライアント (およびサーバ ) が次表で示されたメッセージング パ
ラダイムのいずれかを使用してアプリケーション・サービスを呼び出せるよ
うにします。

リソース管理 tpopen(3c) TPOPEN(3cbl) リソース・マネージャを
オープンします。

tpclose(3c) TPCLOSE(3cbl) リソース・マネージャを
クローズします。

表 2-1ATMI 関数 （続き）

タスク . . C 関数
 . .

COBOL 言語の関数 . .
説明 . .
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
BEA Tuxedo ATMI の
メッセージング・パラダ
イム

説明

要求 /応答型通信 クライアントから 1 つの要求が出され、呼び出され
た要求 /応答型サーバから 1 つの応答が返される単
純なダイアログ。要求 /応答型トランザクションは
通常は人が関与し、したがって即座の対応が必要と
なります。要求 /応答型のトランザクションは高い
優先順位で実行されます。

会話型通信 クライアントと呼び出された会話サーバの間の状態
が保持される接続 (メッセージからメッセージへ保
持されるコンテキスト )。会話型トランザクション
も通常は人が関与し、したがって即座の対応が必要
となります。会話型のトランザクションは高い優先
順位で実行されます。

メッセージ・キューイング
通信 

クライアントとサーバ間の時間に依存しない通信。
キューに入れられたトランザクションは、優先順位
の高いまたは低いメッセージとして実行できます。
BEA Tuxedo システムには、/Q という回復可能
キューの独自バージョンがバンドルされています。

パブリッシュ・アンド・サ
ブスクライブ通信 

BEA Tuxedo ATMI アプリケーションのクライアン
トとサーバ間でのイベントの非同期ルーティング。
パブリッシュ・アンド・サブスクライブ・トランザ
クションは通常、優先順位の高いメッセージとして
実行されます。BEA Tuxedo システムには、イベン
ト・ブローカというトランザクション対応パブリッ
シュ・アンド・サブスクライブ・システムがありま
す。

任意通知型通知メッセージ
ング 

任意のクライアントまたはサーバから任意のクライ
アントへの通信で、受信側のクライアントが要求ま
たは予期していないもの。任意通知型メッセージ
は、イベント・ブローカによって処理されます。
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BEA Tuxedo のメッセージング・パラダイム
要求 /応答型通信
ATMI クライアントとサーバの間で要求 /応答型通信をインプリメントする
ために、BEA Tuxedo システムではプロセス間通信 (IPC) メッセージ キュー
を使用します。キューは、コネクションレス型通信の基本要素です。各サー
バには、要求キューと呼ばれる IPC メッセージ・キューが割り当てられ、各
クライアントには応答キューが割り当てられます。そのため、クライアン
ト・アプリケーションでは、サーバとの継続的な接続を確立する代わりに、
要求をサーバのキューに登録して、サーバにその要求を送信できます。ま
た、アプリケーションの応答キューからメッセージを取り出して、サーバか
らのメッセージを確認して取得できます。

要求 /応答型モデルは、同期と非同期の両方のサービス要求に使用できま
す。

同期メッセージング

同期呼び出しでは、クライアントがサーバに要求を送信し、クライアントが
待機している間にサーバが要求された処理を行います。その後、サーバがク
ライアントに応答を送信し、クライアントが応答を受信します。

図 2-3同期要求 /応答型通信
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非同期メッセージング

非同期呼び出しでは、BEA Tuxedo クライアントは、送信したサービス要求
の処理が完了するまで待機しません。要求を発行した後も、別のタスク (ほ
かの要求の発行など ) を実行します。最初の要求への応答が返されると、ク
ライアントはその応答を取得します。

図 2-4非同期要求 /応答型通信

会話型通信

会話型通信は BEA Tuxedo システムのメッセージ交換のパラダイムで、人の
会話に似た通信がクライアントとサーバ間でインプリメントされています。
この通信方法では、クライアントとサーバ間に仮想の接続が行われます。人
が 2 人で会話するように、ある結論に達するまで、2 つのエンティティ間で
数多くのメッセージがやり取りされます。通信が行われている間、両者に
よって会話のポイント (または状態 ) が「記憶」されます。そのため、一時
的な照会、レポート、ファイル転送などの比較的時間のかかる操作をサポー
トできます。デフォルトで、会話型サーバを使用できます。必要に応じて、
自動的にサーバを追加することもできます。
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BEA Tuxedo のメッセージング・パラダイム
BEA Tuxedo システムでは、アプリケーション内で会話を作成するための 
API が提供されています。この API を使用して、クライアントをサーバに接
続し、メッセージを送受信し、会話を終了します。

図 2-5会話型通信

会話は入れ子にすることもできます。ただし、そのためにパフォーマンスが
低下する場合があります。会話には、トランザクションまたはサービス要求
のいずれかが含まれます。会話型サービスによってサービス呼び出しを行っ
たり、会話を確立できます。ただし、これらのサービス呼び出しと会話は転
送できません。会話は、トランザクションのスコープ内に置いて、トランザ
クションによって制御されます。

メッセージ・キューイング通信

BEA Tuxedo システムでは、/Q と呼ばれるキュー・ベースのアーキテクチャ
が提供されています。これは、ATMI アプリケーションでデータを継続的に
格納する必要がある場合に使用します。/Q コンポーネントでは、すべての
クライアントまたはサーバがメッセージまたはサービスの要求をキューに格
納できます。格納された要求は、必ずトランザクション・プロトコルを使用
して送信されるので、安全が保証されています。 
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
BEA Tuxedo システムのキューは、後入れ先出し (LIFO) または先入れ先出し 
(FIFO)、または時刻や優先順位に基づいて順序付けすることができます。
キューの集まりは、キュー・スペースと呼ばれる 1 つのエンティティとして
管理され、参照されます。

図 2-6キュー・ベースのメッセージング

アプリケーション・キューは、時間に依存しない通信を行う場合に使用しま
す。時間に依存しない通信とは、プログラムが互いに独立して動作し、互い
の通信を同期する必要がない通信方法です。時間に依存しないプログラムで
は、互いにアプリケーション・キューにメッセージを残すことによって同期
が行われます。メッセージをキューから取り出す場合は、FIFO 順、優先順
位、時刻順など、任意の順序付けスキーマを使用できます。BEA Tuxedo の
クライアント・プログラムとサーバ・プログラムでは、メッセージをキュー
に登録したり、キューから取り出すことができます。同じキューに複数のク
ライアントやサーバがアクセスできます。 

アプリケーション・キューを使用するには、アクセスするキューと、その
キューが置かれたキュー・スペースに名前を付ける必要があります。アプリ
ケーションでは、複数のキュー・スペースを使用できます。また、各
キュー・スペースには、複数のメッセージ・キューを格納できます。 

アプリケーション・キューはディスク上に存在するため、格納したメッセー
ジはマシンに障害が発生した場合でも利用できます。どのような場合にアプ
リケーション・キューを使用するかは、業務 (たとえば、注文書の入力 ) で
時間に依存しない同期をいつ行うかによって決定されます。注文書は、ディ
スク上のキューに登録し、品目や出荷場所など特定の注文条件によって、異
なるキュー・スペースに置くことができます。各キュー・スペースに、コス
トや状態などの条件を追加することもできます。
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BEA Tuxedo のメッセージング・パラダイム
パブリッシュ・アンド・サブスクライブ通信

BEA Tuxedo のイベント・ブローカと呼ばれるパブリッシュ・アンド・サブ
スクライブ・コンポーネントは、任意の数の供給者が任意の数のサブスクラ
イバにメッセージをポストできる通信パラダイムを提供します。イベント・
ブローカを使用する ATMI クライアント・プロセスとサーバ・プロセスは、
「サブスクリプション」に基づいて相互に通信します。イベント・ブローカ
では、購読料を支払っている購読者だけに新聞を配達するように、処理が行
われます。

図 2-7イベントのポストとサブスクライブ

イベントの発信元 (クライアントまたはサーバのいずれか ) は、変更や問題
が起こると、イベント・ブローカに通知します。このプロセスはイベントの
ポストと呼ばれます。通知を受けたイベント・ブローカは、そのイベントの
名前をサブスクライバのリストに定義されたイベント名と照合し、合致した
場合はそのサブスクライバにイベントを通知します。 

通知されるイベントのタイプ

BEA Tuxedo システムでは、次のイベントが通知されます。

アプリケーション定義のイベント－特定の基準が満たされた場合にアプ

リケーション・プログラムがイベントをポストできるようにします。た
とえば、銀行取引アプリケーションの場合、一定額を超える引き出しが
行われるとイベントがポストされます。

システム・イベント－サーバやネットワークの障害など、BEA Tuxedo 
システム・イベントの詳細が通知されます。クライアントまたはサーバ
によってイベントがポストされると、イベント・ブローカは、ポストさ
れたイベントの名前をそのイベントのサブスクライバと照合し、合致す
ると各サブスクリプションに対して指定された処理を行います。
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
イベントの通知

プロセスは、イベント・ブローカにサブスクリプションを登録し、特定のイ
ベントに関心があることを示します。以降、指定されたイベントが発生した
ことが別のプロセスから通知されると、イベント・ブローカはそのイベント
をサブスクライブしているすべてのプロセスに通知します。

図 2-8イベント・ベースのメッセージング

イベント・ブローカでは、次のメカニズムを使用して、イベントのパブリッ
シュ (通知の発行 ) が行われます。

ディスク・ベースのキューへの登録

非同期のサービス呼び出し

ユーザ・ログのエントリ

任意通知型メッセージ

システム・コマンド
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BEA Tuxedo のメッセージング・パラダイム
任意通知型通信

BEA Tuxedo システムでは、任意通知型通知と呼ばれる通信パラダイムが提
供されています。任意通知型通知が発生すると、ATMI クライアントは要求
していないメッセージを受け取ります。イベント・ブローカによって管理さ
れるこの機能によって、アプリケーション・クライアントは、アプリケー
ション固有のイベントが発生したときに、リアルタイムで明示的に通知を要
求しなくても、そのイベントの通知を受け取ることができます。

任意通知型メッセージは、名前 (tpbroadcast) または以前に処理されたメッ
セージと共に受け取った識別子 (tpnotify) としてクライアント・プロセス
に送信されます。tpbroadcast 関数を使用すると、サービスまたは別のクラ
イアントにメッセージを送信できます。メッセージは、狭い範囲または広い
範囲のターゲットに対して送信できます。配達保証付きまたは配達保証なし
のメッセージをポイント・ツー・ポイントの通知によって個々のクライアン
トに送信したり (tpnotify)、クライアントのグループに対して情報を送信す
る (tpbroadcast) ことができます。たとえば、クライアントから照会された
口座が解約されていることをサーバからそのクライアントだけに通知できま
す。または、あるマシンがメンテナンスのために特定の時刻にシャットダウ
ンされることをそのマシン上のすべてのクライアントに通知することもでき
ます。

図 2-9任意通知型通知のメッセージング
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
プロセスが特定のイベント (メンテナンスのためにシャットダウンされるマ
シンなど ) について通知が必要な場合は、自動的に通知されるように要求を
システムに登録できます。登録されたイベントは、発生するたびにクライア
ントまたはサーバに通知されます。イベントのこのような自動通信は、任意
通知型通知と呼ばれます。

イベントを生成したり、イベントについて任意通知型通知を受信するクライ
アントおよびサーバの数に制限はありません。そのため、このカテゴリの通
信は、管理業務が複雑になる場合があります。

関連項目

『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』 の 1-7 
ページの「要求 /応答型モデル (同期呼び出し )」

『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』 の 1-12 
ページの「会話型通信」

3-15 ページの「BEA Tuxedo メッセージ・キュー・サーバ」

4-13 ページの「コマンド行ユーティリティを使用したアプリケーショ
ン・キューの管理」

『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』 の 1-16 
ページの「キュー・ベースの通信」

3-18 ページの「BEA Tuxedo パブリッシュ・アンド・サブスクライブ・
サーバ」

4-19 ページの「イベント・ブローカを使用したイベントの管理」

『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』 の 1-15 
ページの「イベント・ベースの通信」

『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』 の 1-13 
ページの「任意通知型通知」
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要求の入れ子と転送
要求の入れ子と転送

サービス要求の入れ子および転送を利用すると、BEA Tuxedo サービスは 
ATMI クライアントとして機能して他のサービスを呼び出すことができま
す。

入れ子になった要求

入れ子のレベルは、2 レベルに制限されています。これは、3 層クライアン
ト /サーバ・アーキテクチャ、つまりプレゼンテーション・ロジック層、ビ
ジネス・ロジック層、およびデータベース層から構成されるシステムで特に
有用です。このようなシステムでは、プレゼンテーション層で特定のビジネ
ス関数が要求され、データベースに 1 つ以上の照会が行われます。入れ子は 
2 レベルに制限されているため、パフォーマンスが低下することはありませ
ん。
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
図 2-10 入れ子になったサービス要求

入れ子になった要求の利点

入れ子になった要求を使用すると、各コード部分が限定された処理だけを行
うので、コードが少なくて済み、再利用も可能になります。ただし、システ
ムのサービスが複数のサーバに分散している場合は、要求を入れ子にすると
パフォーマンスが低下する場合があります。入れ子になった要求が処理され
ている間、元のサービス (入れ子になった要求を発行したサービス ) は、応
答を待機する必要があります。つまり、応答を受信するまで、別の要求を処
理することはできません。そのため、このサービスを持つサーバの要求
キューに、メッセージがバックアップされます。

入れ子になったサービス要求の例

ある顧客が現金自動支払機を使って、普通口座から当座預金に預金を移すと
します。振替に必要な操作は、BEA Tuxedo アプリケーションによって行わ
れます。まず、顧客に代わって、クライアントが TRANSFER サービスへの要
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要求の入れ子と転送
求を発行します。この要求は、そのサービスを提供するサーバのキューに置
かれます。次に、TRANSFER サービスが WITHDRAW および DEPOSIT という 2 つ
のサービスを要求します。この 2 つのサービスは、別のサーバによって行わ
れます。WITHDRAW および DEPOSIT の各サービスが TRANSFER サービスに応答
を返します。最後に、TRANSFER サービスがクライアントの応答キューに対
して応答を送ります。クライアントがキューから応答を取得すると、現金自
動支払機の画面に振替が完了したことを通知するメッセージが表示されま
す。

要求の転送

入れ子になったサービス要求に代わる方法として、要求の転送があります。
クライアントの要求を処理する代わりに、サービスはその要求を別のサービ
スに渡します。要求を受け取ったサービスは、要求を処理するか、または別
のサービスに渡します。

図 2-11サービス要求の転送
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
要求を転送できる回数に制限はありません。要求を転送したサービスは、そ
の要求を受け取った別のサービスからの応答を待つ必要がありません。その
ため、入れ子になった要求とは異なり、転送ではサーバがブロックされるこ
とはありません。ただし、転送は X/Open のプロトコル X/ATMI でサポート
されていないため、アプリケーションによっては支障が出る場合がありま
す。

関連項目

『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』 の 1-9 
ページの「入れ子になった呼び出し」

『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』 の 1-10 
ページの「転送された呼び出し」

BEA Tuxedo によるメッセージの処理

BEA Tuxedo ATMI 環境内のすべての通信は、メッセージを転送することに
よって行われます。BEA Tuxedo システムでは、オペレーティング・システ
ム (OS) のプロセス間通信 (IPC) メッセージ・キューを使用して、ATMI クラ
イアントとサーバ間でサービス要求のメッセージをやり取りします。システ
ムのメッセージとデータは、バッファに格納され、クライアントとサーバの
キュー間でやり取りされます。これは、OS でサポートされたメモリ・ベー
スのキューです。BEA Tuxedo ATMI 環境では、メッセージは型付きバッ
ファにパッケージ化されます。このバッファには、メッセージ・データと、
送信されたメッセージ・データのタイプを識別するデータが格納されます。
2-24 『BEA Tuxedo システム入門』

../tutor/tutov.htm#208891
../tutor/tutov.htm#208891
../tutor/tutov.htm#498431
../tutor/tutov.htm#498431


BEA Tuxedo によるメッセージの処理
図 2-12要求の処理

クライアントは、ATMI 関数を使ってサービスを名前で要求します。ネーミ
ング機能を使って MIB が照会され、指定されたサービスが現在利用可能か
どうかが確認されます。

BEA Tuxedo システムでは、データ依存型ルーティングが使用されます。
データ依存型ルーティングは、特定の条件 (メッセージの値 ) を満たすメッ
セージを特定のサーバにマップする自動ルーティング・オプションです。
メッセージにデータ依存型ルーティングが使用される場合、ルーティング・
アルゴリズムではバッファに格納されたデータが使用されます。このアルゴ
リズムによって、サービス要求を処理できるサーバのグループが選択されま
す。

一部のサーバに要求が集中し、同じサービスを宣言するほかのサーバがアイ
ドル状態になることを避けるために、BEA Tuxedo システムではサービス要
求をすべてのサーバ間で均等に分散するために MIB を使用しています。こ
れはロード・バランシングと呼ばれます。 
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選択されたサーバに対してローカルのサービス要求が用意され、そのサーバ
のキューに定義済みの優先順位で登録されます。これはサービスの優先順位
付けと呼ばれます。サービス要求がサーバ上に置かれると、ランタイム・シ
ステムによってメッセージが優先順位に従って取得されます。メッセージ
は、適切なサービスにディスパッチされて、処理されます。その後、クライ
アントのキューに結果が返されます。 

BEA Tuxedo システムで提供されるソフトウェアには、メッセージ処理の際
にアプリケーションが自動的に、そして定期的に使用できる機能がありま
す。たとえば、データの符号化と復号化、データの圧縮と圧縮解除、トラン
ザクション・コンテキストの設定、セキュリティに関する処理などがありま
す。また、BEA Tuxedo システムのソフトウェアは、サービス関数をディス
パッチし、それを適切に前処理されたバッファに渡すことによって、アプリ
ケーションのビジネス・ロジックを呼び出します。 

サービス・ルーチンが実行されると、応答 (型付きバッファ ) が返されます。
ランタイム・システムは、メッセージを自動的に符号化することによって、
クライアントへの応答を用意します。つまり、バイトの並び順が異なるマシ
ン間で転送できるようにデータをパッケージ化し、データがネットワークや
プラットフォームの境界を越えて転送できるようにします。その後、メッ
セージをクライアントに送信します。このプロセスはデータの符号化と呼ば
れます。クライアント上のランタイム・システムは、応答メッセージを取得
し、必要に応じて復号化した後、フィールド操作言語 (FML) バッファ (また
はほかのメッセージ・バッファ・タイプのバッファ ) を送信してアプリケー
ション・データをパッケージ化します。必要に応じて、タイプの検証、符号
化、ルーティング、およびロード・バランシングが行われます。サービス要
求は、同期でも非同期でも実行されます。

リモート要求は、ローカル・ブリッジを通ってリモート・マシンに到達しま
す。リモート・マシンでは、リモート・ブリッジがクライアントとして動作
し、クライアントとサーバが同じマシン上にあるかのように要求が処理され
ます。ブリッジは、標準のデータ符号化 /復号化を行い、標準のネットワー
ク転送を使用して通信します。クライアントとサーバからは、ブリッジは通
常のローカル・サーバのように見えます。
2-26 『BEA Tuxedo システム入門』



型付きバッファ
サービス要求処理の利点

サービス要求処理の利点は次のとおりです。

コネクションレス型の処理－この処理をクライアント /サーバの直接通信
と組み合わせると、接続の確立に関連するオーバーヘッドを減らすこと
ができます。

ネットワーク・トラフィックの削減－サービス要求はリモート・マシン

上の複雑なサービスを呼び出し、必要最小限のデータだけを送信し、最
小限の結果を受信します。

関連項目

2-11 ページの「BEA Tuxedo のメッセージング・パラダイム」

2-27 ページの「型付きバッファ」

型付きバッファ

すべての ATMI 関数は、型付きバッファを使ってデータを送受信します。
BEA Tuxedo システムでは、異種のマシン間での翻訳とデータ変換が可能で
す。BEA Tuxedo プログラムではバッファが使用されているので、異なる
データ表現の異種プラットフォーム間でやり取りされるデータを変換する必
要はありません。

バッファとは、データの論理的な入れ物として機能するメモリ領域です。
バッファにメタデータ (バッファ自体に関する情報 ) が含まれていない場合、
そのバッファは型なしのバッファと呼ばれます。バッファ内に格納できる情
報として、タイプとサブタイプ、またはバッファを特徴付ける文字列名など
のメタデータが含まれている場合、そのバッファは型付きバッファと呼ばれ
ます。
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型付きバッファは、BEA Tuxedo システムでサポートされる任意のプロトコ
ルを使用して、どの種類のネットワークからもどの種類のオペレーティン
グ・システムにも送ることができできます。異なるデータ表現のプラット
フォーム上で使用することもできます。そのため、型付きバッファを使用す
ると、異種マシン間での翻訳とデータ変換のためのタスクが簡略化されま
す。

BEA Tuxedo システムでは、次の 5 種類の型付きバッファがサポートされて
います。

STRING

VIEW

CARRAY

FML

XML

MBSTRING (BEA Tuxedo 8.1 の新機能 )

バッファ・タイプは、Tuxedo (UBBCONFIG) コンフィギュレーション・ファイ
ルの MACHINES セクションに定義されている ENVFILE パラメータで指定しま
す。Tuxedo コンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セクションの 
ENVFILE パラメータでバッファ・タイプを指定したり上書きすると、バッ
ファ・タイプが必要なプロセスでそれらのバッファ・タイプを使用できなく
なる場合があります。

メッセージ・バッファの各種のタイプの定義については、『BEA Tuxedo の
ファイル形式とデータ記述方法』の tuxtypes(5) の tm_typesw の説明を参照
してください。

バッファ・タイプの特徴

ATMI 通信関数を使用する場合、まずアプリケーションで tpalloc を使用し
て、バッファのサイズ、タイプ、およびサブタイプ (省略可能 ) を指定し、
システムからバッファを取得する必要があります。BEA Tuxedo システムに
よってバッファ・タイプが認識されて処理されるため、データは BEA 
Tuxedo システムによってサポートされているどの種類のネットワーク、プ
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型付きバッファ
ロトコル、およびオペレーティング・システム上でも転送できます。さまざ
まなタイプの BEA Tuxedo バッファの説明については、『C 言語を使用した 
BEA Tuxedo アプリケーションのプログラミング』の「型付バッファの管
理」を参照してください。

関連項目

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の tuxtypes(5)、

typesw(5)、および UBBCONFIG(5)
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
データ圧縮

データ圧縮とは、ネットワーク上またはリモート・ドメインへの転送を高速
化するために、アプリケーション・バッファを縮小するプロセスです。アプ
リケーション・バッファの最大サイズを指定し、そのサイズ以上のアプリ
ケーション・バッファが自動的に圧縮されるように設定できます。バッファ
が送信先に到着すると、データは圧縮解除されて元のサイズに戻ります。

マシン間でファイルを送付する前にデータ圧縮を行うと、ネットワークのパ
フォーマンスが向上します。圧縮の過程ではデータのスクランブリングも行
われるので、セキュリティも若干強化されます。

注記 データ圧縮は、暗号化でも頻繁に行われます。

図 2-13データ圧縮

データ依存型ルーティング

BEA Tuxedo システムでは、データ依存型ルーティングと呼ばれる操作を使
用して、クライアントが同じサービスへの要求をそのサービスの複数のコ
ピーに対して送信できるようにします。サービスのどのコピーが最終的に要
求を受け入れて処理するのかは、要求メッセージのデータによって決まりま
す。管理者がアプリケーションにデータ依存型ルーティングを設定すると、
クライアントの要求は要求内のデータに基づいて自動的にサーバにルーティ
ングされます。 
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データ依存型ルーティング
百科事典の第 1 巻に「A」で始まる項目が複数含まれているように、アプリ
ケーションに同じサービスのコピーが複数含まれている場合、各コピーに対
して一意な目的が割り当てられます。そのサービスのすべてのコピーのリス
トと、各コピーの目的に関する情報の識別文字列は、BEA Tuxedo の掲示板 
(MIB の動的部分 ) のルーティング・テーブルに保持されています。システ
ムがクライアントの要求を受信すると、要求メッセージ内の識別文字列を読
み取り、その文字列を掲示板のルーティング・テーブルで検索します。文字
列が合致すると、クライアントの要求を転送する適切なサーバが識別されま
す。

注記 掲示板のルーティング・テーブルは、必要に応じて変更できます。

データ依存型ルーティング

データ依存型ルーティングは、クライアントが次のものにサービスを要求し
た場合に有用です。

水平分離型データベース

ルール・ベース・サーバ

分散アプリケーション

水平分離型データベースとは、セグメントに分割された情報リポジトリで
す。各セグメントには、異なるカテゴリの情報が格納されます。これは、各
本棚に異なるカテゴリ (伝記、フィクションなど ) の本が収納されている図
書館に似ています。

ルール・ベース・サーバとは、サービス要求をサービス・ルーチンに転送す
る前に、サービス要求が特定のアプリケーション固有の条件を満たしている
かどうかを判定するサーバです。ルール・ベース・サーバは、ほとんど同じ
複数の要求に対して、ビジネス上の理由で多少異なる処理を行う場合に使用
すると有用です。

分散アプリケーションとは、1 つ以上のローカルまたはリモートのクライア
ントが、ネットワーク接続された複数のマシン上の 1 つ以上のサーバと通信
するアプリケーションです。クライアント (またはクライアントとして動作
するサーバ ) は、特定のサービスに対する要求を発行します。要求のアドレ
スは、その要求を実行できるサーバを識別するデータ (要求と同じバッファ
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
で転送されるデータ ) によって決定されます。要求を実行できるサーバが複
数存在する場合もあります。BEA Tuxedo システムでは、掲示板のルーティ
ング条件とデータが照合されて、要求を受け取るサーバが決定されます。

水平分離型データベースでのデータ依存型ルーティ
ングの例

銀行取引アプリケーションで 2 つのクライアントが口座 3 と口座 17 という 2 
つの口座の現在の残高を照会する要求を発行したとします。アプリケーショ
ンでデータ依存型ルーティングが使用されている場合、BEA Tuxedo システ
ムでは次の処理が行われます。

1. 2 つのサービス要求で指定された口座番号 (3 と 17) を取得します。

2. どのサーバがどのデータ範囲の処理を行うかを示す、BEA Tuxedo の掲
示板のルーティング・テーブルを調べます。この例では、口座 1 ～ 10 に
対するすべての要求をサーバ 1 が処理し、口座 11 ～ 20 に対するすべて
の要求をサーバ 2 が処理しています。

3. それぞれの要求を該当するサーバに送信します。つまり、口座 3 への要
求をサーバ 1 に転送し、口座 17 への要求をサーバ 2 に転送します。

次の図は、このプロセスを示しています。
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データ依存型ルーティング
図 2-14水平分離型データベースでのデータ依存型ルーティング

ルール・ベース・サーバでのデータ依存型ルーティ
ングの例

次の規則を持つ銀行取引アプリケーションがあるとします。

顧客は、特別なパスワードを入力しなくても、500 ドルまで引き出すこ
とができます。

500 ドルを超える額を引き出すには、特別なパスワードを入力する必要
があります。

2 つのクライアントが 1 万円と 8 万円の引き出しを要求したとします。引き
出しの規則でデータ依存型ルーティングが有効になっている場合、BEA 
Tuxedo では次のような処理が行われます。

1. 2 つのサービス要求で指定された引き出し額 (100 ドルと 800 ドル ) を取
得します。
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
2. BEA Tuxedo の掲示板のルーティング・テーブルで、要求された額をど
のサーバが処理するのかを確認します。この例では、500 ドルまでのす
べての引き出し要求をサーバ 1 が処理し、500 ドルを超えるすべての引
き出し要求をサーバ 2 が処理しています。

3. それぞれの要求を該当するサーバに送信します。つまり、100 ドルの要
求をサーバ 1 に転送し、800 ドルの要求をサーバ 2 に転送します。

次の図は、このプロセスを示しています。

図 2-15ルール・ベース・サーバでのデータ依存型ルーティング

分散アプリケーションでのデータ依存型ルーティン
グの例

次の図は、分散アプリケーションでクライアントの要求がサーバにルーティ
ングされる方法を示しています。この例では、bankapp という銀行取引アプ
リケーションでデータ依存型ルーティングが使用されています。bankapp に
は、3 つのサーバ・グループ (BANK1、BANK2、BANK3) と 2 つのルーティング
条件 (Account ID と Branch ID) があります。WITHDRAW、DEPOSIT、および 
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データ依存型ルーティング
INQUIRY の 3 つのサービスは、Account_ID フィールドを使用してルーティン
グされます。サービス OPEN および CLOSE は、Branch_ID フィールドを使用
してルーティングされます。

図 2-16ルーティング条件を使用した銀行取引のサンプル・アプリケーショ
ン

前の図では、要求は次の表に示すようにルーティングされます。
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
データの符号化と復号化

符号化と復号化を行うと、データ表現 (バイトの順序や文字セットなど ) が
異なるメッセージをマシン間で転送できるようになります。BEA Tuxedo シ
ステムでは、BEA Tuxedo アプリケーションに関与する他のマシンに転送で
きるように、マシンに依存しない表現にデータを符号化および復号化しま
す。

BEA Tuxedo システムではデフォルトで、外部データ表現 (XDR) アルゴリズ
ムが採用されています。BEA Tuxedo システムの関数をユーザ定義の関数で
置き換えると、このアルゴリズムをカスタマイズできます。符号化および復
号化は、マシン間でのみ使用されます。また、リモート・マシンのデータ表
現がローカル・マシンのものと異なる場合にのみ使用されます。符号化と復
号化によって、異なるデータ構造を持つマシンが異機種の BEA Tuxedo シス
テムで動作できるようになります。プログラマは、それぞれの環境に適した
表現でデータを管理できます。

BEA Tuxedo システムでは、バッファ・タイプを使用して、メッセージに含
まれるフィールドのタイプが判別されたり、コードディングに必要なマッピ
ングが行われます。このマッピングは、X_OCTET や CARRAY などの構造化さ
れていないバッファ・タイプによって行われるものではありません。そのた
め、異機種が混在している環境でも、開発者は X_OCTET および CARRAY 型
バッファを自由に運用できます。

引き出し、預け入れ、照会、開設 /閉鎖を行う口
座 . .

ルーティング先 . .

支店番号 1～ ;4 の口座番号 10000～ ;49999 銀行 1

支店番号 5～ ;7 の口座番号 50000～ ;79999 銀行 2

支店番号 8～ ;10 の口座番号 80000～ ;109999 銀行 3
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データの暗号化
データの暗号化

暗号化とは、メッセージをコード化された形式に変換して、メッセージの受
け取りユーザ以外のすべてのユーザが解読できないようにすることです。暗
号化されたメッセージは、送信先に到着すると解読されます。つまり、元の
形式に変換されます。 

図 2-17データの暗号化

暗号化によってデータ内のビット数が増えることはありませんが、メッセー
ジ送信での処理時間は増えます。ただし、暗号化でデータが圧縮されるた
め、ネットワーク上に送信されるデータ量が減少して、処理時間の増加が相
殺される場合もあります。また、データが圧縮されるときに多少のスクラン
ブリングが行われるので、セキュリティも若干強化されます。

データの暗号化

データ・マーシャリングとは、BEA Tuxedo システムによって提供される言
語ベースの TxRPC (X/Open-TxRPC) を使用して情報を扱う方法です。
TxRPC はリモート・プロシージャ・コール (RPC) 用のプロトコルで、グ
ローバル・トランザクションがサポートされます。TxRPC 呼び出しは、
ローカル・プロシージャ・コールのように見えます。しかし、C 言語の関数
が呼び出されると、関数に渡される引数がパッケージ化されてサーバに送ら
れ、そこで呼び出された関数の処理が行われます。このような引数のパッ
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2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
ケージ化をマーシャリングと呼びます。関数の引数は、ネットワークやプ
ラットフォームの境界を越えることができるようにマーシャリング、つまり
パッケージ化されます。そして、呼び出されたリモート・プロシージャに渡
される前に、送信先でマーシャリングが解除されて、プロシージャで使用で
きる状態になります。 

このプロセスは、クライアント (呼び出し元のプログラム ) およびサーバ (
リモート・プロシージャ ) に透過的です。マーシャリングとマーシャリング
解除のルーチンは、BEA Tuxedo のインターフェイス定義言語 (IDL) コンパ
イラによって自動的に生成されます。IDL コンパイラは RPC の記述を受け
取り、クライアント・プログラムとサーバ・プログラムに対してスタブと呼
ばれるルーチンを生成します。これらのスタブには、クライアントとサーバ
がマーシャリングされたデータを交換するための通信ロジック、およびマー
シャリングとマーシャリング解除のロジックが含まれています。

図 2-18データ・マーシャリング
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ロード・バランシング
ロード・バランシング

ロード・バランシングとは、同じサービスを提供するサーバ間でサービス要
求を均等に分散する BEA Tuxedo システムの機能です。ロード・バランシン
グを使用すると、負荷の重いサーバがある一方で、アイドル状態または使用
頻度の低いサーバが生じる状態を防ぐことができます。要求をサービス・
ルーチンに送信する前に、その要求を処理できるすべてのサーバが BEA 
Tuxedo システムで識別され、コンフィギュレーション内のすべてのサーバ
で負荷を均衡化するために最も適したサーバが選択されます。

ロードとは、サービスの実行に必要な時間に基づいて、サービス要求に割り
当てられた数値のことです。ロードはサービスに割り当てられるので、BEA 
Tuxedo システムで要求間の関係を識別できるようになります。コンフィ
ギュレーション内の各サーバによって実行されている処理量、つまり負荷の
合計をトラッキングするために、管理者はすべてのサービスとサービス要求
にロード・ファクタを割り当てます。ロード・ファクタとは、あるサービス
または要求を実行するために必要な時間を示す数値です。これらの数値に基
づいて、各サーバに対して統計が生成され、各マシンの掲示板で維持されま
す。各掲示板では、各サーバの負荷が累積されます。そのため、すべての
サーバがビジー状態になった場合に、BEA Tuxedo システムでは最も負荷の
低いサーバを選択できます。 

システム全体に対して、ロード・バランシング・アルゴリズムを使用するか
どうかを制御できます。たとえば、必要な場合のみ、つまり複数のキューを
使用する複数のサーバによってサービスが提供される場合のみ、このアルゴ
リズムを使用するように設定できます。1 つのサーバだけで提供されるサー
ビス、または複数サーバ、単一キュー (MSSQ) にある複数のサーバによって
提供されるサービスは、ロード・バランシングを必要としません。これらの
サービスの LDBAL パラメータは N に設定します。それ以外の場合は LDBAL に 
Y を設定します。 

ロード・ファクタの割り当て (UBBCONFIG の SERVICES セクション ) を決定す
る場合は、アプリケーションを長時間実行し、各サービスの実行に要する平
均時間を記録します。平均値に近い時間を要するサービスには、LOAD 値に 
50 (LOAD=50) を指定します。平均値より長い時間がかかるサービスには 
LOAD>50、短い時間のサービスには LOAD<50 を指定します。
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図 2-19ロード・バランシング

メッセージの優先順位付け

優先順位によって、サーバがキューからサービス要求を取り出す順序が決定
されます。優先順位は、クライアントによって個々のサービスに割り当てら
れます。1 ～ 100 までの値が使用され、100 が最も高い優先順位です。

すべてのサービスには、優先順位の初期値として 50 が割り当てられます。
サーバの優先順位の初期値は、アプリケーションのコンフィギュレーション
時に変更できます。サービスを定義した後、これらのサービスに適切な優先
順位を割り当てることができます。たとえば、ビジネス上の優先順位が比較
的高いサービスに優先順位 70 を設定すると、このサービスはこれよりも低
い優先順位 50 のサービスよりも先にキューから取り出されます。次の例で
は、サーバが A (優先順位 50)、B (優先順位 50)、および C (優先順位 70) と
いうサービスを提供しています。 
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ネーミング
図 2-20メッセージの優先順位付け

C の優先順位が高いため、サービス C に対する要求は、常に A または B に
対する要求よりも先にキューから取り出されます。A および B に対する要求
は、同じ優先順位になります。この機能は、アプリケーションで要求の緊急
度や重要度が異なる場合に使用すると有用です。

「枯渇防止策」は、優先順位の低いメッセージがキューでいつまでも待ち続
けるのを防ぐためのメカニズムです。この方法では、優先順位に関係なく、
10 個単位のメッセージの 10 番目にあるものが先入れ先出し (FIFO) の順序で
キューから取り出されます。先頭から 9 番目までのメッセージは、優先順位
に従って取り出されます。

ネーミング

BEA Tuxedoシステムでは、サービス名、メッセージ・キュー名、イベント
名の 3 つのネーミング・デバイスが使用されています。名前には、任意の単
語または英数字の文字列を使用できます。ただし、ピリオド「.」で始まる
文字列は使用できません。管理サーバでも BEA Tuxedo システムの同じイン
フラストラクチャが使用されるため、システム・リソースとアプリケーショ
ン・リソースは明確に区別する必要があります。
『BEA Tuxedo システム入門』 2-41



2 BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ
ネーミング・サービス

サービスに名前を付けると、あるアプリケーション・コンポーネントが別の
コンポーネントをその名前から見つけられるようになります。名前には、単
純な単語 (「deposit」など ) や英数字の文字列 (「deposit2」など」) を使用で
きます。名前は、アプリケーションの規模、およびアプリケーション・コン
ポーネント間の全体的な関係のマッピイングに基づいて選択します。これら
のマッピングまたはサービスは、アプリケーション・コンポーネントを記載
した電話帳のページに似ています。

BEA Tuxedo システムのサーバをアクティブにすると、掲示板によってその
サービスの名前が宣言されます。サービス名はサーバの物理アドレスと対応
付けられているので、要求をサーバにルーティングできます。プログラマが
アプリケーションで使用する名前は、完全に位置透過的です。クライアン
ト・プログラムがサービスを名前で要求すると、BEA Tuxedo システムは掲
示板でその名前のレジストリを調べます。名前のレジストリには、文字列の
名前 (TICKET など ) をマシン名に変換するために必要な情報と、そのサービ
スを宣言しているサーバの物理アドレスが定義されています。BEA Tuxedo 
システムでは、これらを使用して要求を該当するサーバに送信します。

図 2-21名前によるサービスの検索

イベントのネーミング

BEA Tuxedo システムでは、パブリッシュ・アンド・サブスクライブのメカ
ニズムが提供されています。クライアントおよびサーバは、特定のイベント
が発生したときに警告 (またはメッセージ ) を受信するための要求を動的に
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ネーミング
登録したり削除できます。ほかのクライアントおよびサーバは、アプリケー
ションで発生したユーザ定義のイベントまたはシステム・イベントをポスト
します。クライアントまたはサーバが特定のイベントに関する通知が必要な
くなった場合、該当するサブスクリプションを取り消すことができます。

関連項目

2-17 ページの「パブリッシュ・アンド・サブスクライブ通信」
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章

3 BEA Tuxedo システ
ムの管理とサーバ・
プロセス

以下の節では、BEA Tuxedo システムに基づいて作成された ATMI アプリ
ケーションのインフラストラクチャを共同で構成する中心的な BEA Tuxedo 
システム管理とサーバ・プロセスについて説明します。

BEA Tuxedo ATMI のインフラストラクチャ

BEA Tuxedo 管理プロセス

BEA Tuxedo ワークステーション・サーバ

BEA Tuxedo 認証サーバ

BEA Tuxedo トランザクション管理サーバ

BEA Tuxedo メッセージ・キュー・サーバ

BEA Tuxedo パブリッシュ・アンド・サブスクライブ・サーバ

BEA Tuxedo Domains (マルチ・ドメイン ) サーバ

異なる BEA Tuxedo コンフィギュレーションから利用できるシステム・
サービス
『BEA Tuxedo システム入門』 3-1



3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
BEA Tuxedo ATMI のインフラストラク
チャ

次のカテゴリの BEA Tuxedo システム・プロセスは、アプリケーション・
サービス要求の効率的なルーティング、ディスパッチ、および管理、アプリ
ケーション・キュー、および ATMI アプリケーションのイベントのポストと
通知のためのインフラストラクチャを提供します。

BEA Tuxedo管理プロセス

BEA Tuxedoワークステーション・サーバ・プロセス

BEA Tuxedo認証サーバ・プロセス

BEA Tuxedoトランザクション管理サーバ・プロセス

BEA Tuxedoメッセージ・キューイング・サーバ・プロセス

BEA Tuxedoパブリッシュ・アンド・サブスクライブ・サーバ・プロセス

BEA Tuxedo Domains (マルチ・ドメイン ) サーバ・プロセス

これらのカテゴリの BEA Tuxedo システム・プロセスを説明する前に、BEA 
Tuxedo に関する以下の重要な用語と概念を正しく理解しておく必要があり
ます。

Tuxedo ドメイン
BEA Tuxedo ドメイン (BEA Tuxedo アプリケーション とも呼ばれる ) は、1 
つの Tuxedo コンフィギュレーション・ファイルから 1 つの単位として管理
される Tuxedo システム・プロセス、クライアント・プロセス、およびサー
バ・プロセスの集合です。Tuxedo ドメインは、多くのシステム・プロセス、
1 つ以上のアプリケーション・クライアント・プロセス、1 つ以上のアプリ
ケーション・サーバ・プロセス、およびネットワーク経由で接続された 1 つ
以上のコンピュータ・マシンで構成されます。
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BEA Tuxedo ATMI のインフラストラクチャ
次の図は、高いレベルから見た BEA Tuxedo ドメインです。

図 3-1高いレベルから見た BEA Tuxedo ドメイン

BEA Tuxedo の用語で、ドメインはアプリケーション (ビジネス・アプリ
ケーション ) と同じ意味です。両方とも、BEA Tuxedo のマニュアル全体で
同義で使用されます。現在 Tuxedo 上で実行されているビジネス・アプリ
ケーションの例には、空港とホテルの予約システム、クレジット認可システ
ム、株式売買システム、銀行業務システム、および現金自動預入支払機があ
ります。

Tuxedo クライアント /サーバ・アプリケーションのクライアント側で動作す
るアプリケーション・プロセスは、通常はアプリケーション・クライアント
または単にクライアントと呼ばれます。Tuxedo クライアント /サーバ・アプ
リケーションのサーバ側で動作するアプリケーション・プロセスは、通常は
アプリケーション・サーバと呼ばれます。 

注記 ドメインまたはアプリケーションという用語は、BEA Tuxedo クライ
アント /サーバ・アプリケーションのサーバ側ソフトウェアを表すの
に使用される場合もあります。 

サーバ サーバ

ネイティブ
クライアント

サーバ

サーバ

ネイティブ
クライアント

サーバ

ブリッジ ブリッジ

サーバ

WSH

ワークステーション
クライアント

WSH

ワークステーション
クライアント

BEA Tuxedo サーバ・マシン 2BEA Tuxedo サーバ・マシン 1

ネットワーク
接続

BEA Tuxedo ドメイン
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
Tuxedo コンフィギュレーション・ファイル
各 BEA Tuxedo ドメインは、インストールに依存するパラメータが定義され
ているコンフィギュレーション・ファイルによって制御されます。テキスト
形式のコンフィギュレーション・ファイルは UBBCONFIG と呼ばれますが、コ
ンフィギュレーション・ファイルには名前がある場合もあります。ただし、
そのファイルの内容が 『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の
UBBCONFIG(5)で説明されている形式に準拠している場合に限ります。典型

的なコンフィギュレーション・ファイル名は、文字列 ubb で始まり、その後
にファイル名 ubbsimple の simple のようなニーモニック文字列が続きます。

Tuxedo ドメインの UBBCONFIG ファイルには、アプリケーションのリソース、
マシン、グループ、サーバ、利用可能なサービスのリストなど、アプリケー
ションを起動するために必要なあらゆる情報が格納されます。UBBCONFIG 
ファイルは 9 つのセクションで構成され、そのうちの 5 つ (RESOURCES、
MACHINES、GROUPS、SERVERS、および SERVICES) はすべてのコンフィギュ
レーションで必須です。

バイナリ形式の UBBCONFIG ファイルは TUXCONFIG と呼ばれます。UBBCONFIG 
と同じように、TUXCONFIG ファイルにも任意の名前を付けることができま
す。その実際の名前は、TUXCONFIG 環境変数で指定されたデバイス・ファイ
ル名またはシステム・ファイル名です。

Tuxedo のマスタ・マシン
BEA Tuxedo ドメインのマスタ・マシン (マスタ・ノード ) はドメインの 
UBBCONFIG ファイルが格納されたサーバ・マシンであり、UBBCONFIG ファイ
ルの RESOURCES セクションでマスタ・マシンとして指定されます。Tuxedo 
ドメインの 1 つ以上のサーバ・マシンの起動、停止、および管理は、マス
タ・マシンを使用して行います。

Tuxedo ドメインのマスタ・マシンには、TUXCONFIG ファイルのマスタ・コ
ピーも配置されます。TUXCONFIG ファイルは、Tuxedo システムがマスタ・マ
シンで起動されたときに Tuxedo ドメイン内の他のすべてのサーバ・マシン (
非マスタ・マシン ) に複製転送されます。
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BEA Tuxedo ATMI のインフラストラクチャ
さまざまなリリースの BEA Tuxedo システム・ソフトウェアが動作するマル
チ・マシン・ドメインでは、ドメイン内の最も新しいリリースの Tuxedo シ
ステム・ソフトウェアをマスタ・マシンで実行する必要があります。

Tuxedo TUXCONFIG 環境変数
TUXCONFIG 環境変数では、tmloadcf(1) コマンドがバイナリの TUXCONFIG 
ファイルをロードするマスタ・マシン上の場所を定義します。この環境変数
は、TUXCONFIG がロードされるデバイス・ファイル名またはシステム・ファ
イル名で終わる絶対パス名に設定する必要があります。

TUXCONFIG のパス名値は、UBBCONFIG ファイルの MACHINES セクションで指定
します。その値は、マスタ・マシンと Tuxedo ドメイン内の他のすべての
サーバ・マシンについて指定します。バイナリ TUXCONFIG ファイルのコピー
がシステム起動時に非マスタ・マシンに転送されると、そのコピーは 
TUXCONFIG のパス名値に従って非マスタ・マシンに格納されます。

Tuxedo TUXDIR 環境変数
TUXDIR 環境変数では、マスタ・マシンでの BEA Tuxedo システム・ソフト
ウェアのインストール・ディレクトリを定義します。この環境変数は、イン
ストール・ディレクトリの名前で終わる絶対パス名に設定する必要がありま
す。

TUXDIR のパス名値は、UBBCONFIG ファイルの MACHINES セクションで指定し
ます。その値は、マスタ・マシンと Tuxedo ドメイン内の他のすべてのサー
バ・マシンについて指定します。

Tuxedo の掲示板

BEA Tuxedo システムでは、TUXCONFIG ファイルを使用して Tuxedo ドメイン
の各サーバ・マシンで掲示板 (BB) を設定します。Tuxedo サーバ・プロセス
がアクティブになると、掲示板でそのサービスの名前が宣言されます。掲示
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
板の一部の情報はグローバルであり、Tuxedo ドメインの各サーバ・マシン
で複製されます (特定のサービスを提供するすべてのサーバの名前と位置な
ど )。他の情報はローカルであり、ローカルの掲示板でのみ表示されます (
ローカルのサーバ要求キューで待機しているクライアント要求の実際の数と
タイプなど )。

掲示板は、Tuxedo ドメイン内で位置と名前空間の透過性を実現します。位
置の透過性とは、Tuxedo クライアント・プロセスとサーバ・プロセスが 
Tuxedo ドメイン内でリソースの位置を意識する必要がないことを意味しま
す。名前空間の透過性とは、Tuxedo クライアント・プロセスとサーバ・プ
ロセスが同じ命名規則 (および名前空間 ) で Tuxedo ドメイン内のリソースを
検索できることを意味します。

関連項目

『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 の 3-2 ページの「コンフィギュ
レーション・ファイルの作成方法」

『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 の 8-1 ページの「分散型の 
ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの作成」

BEA Tuxedo 管理プロセス

BEA Tuxedo 管理プロセスは、分散アプリケーションの次のような管理タス
クのほとんどを自動化します。

アプリケーションの起動とシャットダウン

アプリケーションの動的な再コンフィギュレーション

この説明では、BEA Tuxedo のシングル・マシンまたはマルチ・マシン・ア
プリケーション (ドメイン ) で掲示板を設定および管理する管理プロセスに
のみ焦点を当てます。
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BEA Tuxedo 管理プロセス
シングル・マシン・アプリケーション―1 つ以上のローカルまたはリ
モート・アプリケーション・クライアントが、同じサーバ・マシンに存
在し、Tuxedo ドメインに属する 1 つ以上のアプリケーション・サーバと
通信します。

マルチ・マシン・アプリケーション―1 つ以上のローカルまたはリモー
ト・アプリケーション・クライアントが、複数のサーバ・マシンに存在
し、Tuxedo ドメインに属する 1 つ以上のアプリケーション・サーバと通
信します。BEA Tuxedo ブリッジ・プロセスは、サーバ・マシン間で
サービス要求を送受信し、要求をローカルのシステムまたはアプリケー
ション・サーバ・プロセスにルーティングします。

Tuxedo アプリケーションを起動、シャットダウン、および動的に再コン
フィギュレーションするための管理プロセスについては、4-1 ページの
「BEA Tuxedo の管理ツール」を参照してください。

掲示板の役割

掲示板 (BB) は、すべてのアプリケーション・コンフィギュレーションと動
的な処理に関する情報が BEA Tuxedo アプリケーション用に実行時に保持さ
れるメモリ・セグメントです。BB では、次の機能が提供されます。

サービス要求を特定のサーバに割り当てます。サービスが呼び出される

と、掲示板は要求されたサービスを提供するサーバを検索します。この
情報とデータ依存型ルーティング基準に基づいて、要求データを有効な
サーバの要求キューに挿入します。

サーバのキューで待ち状態にある要求の数や、処理済みの要求の数など、

アプリケーションの状態に関する動的な情報を保持します。

サーバの位置透過性を実現し、運用に依存しないアプリケーションの開

発を可能にします。これにより、開発および運用のコストを最小限に抑
えることができます。

サーバ名のエイリアスをサポートし、同じサービスに複数の名前を割り

当てることができるようにします。この機能は、ゲートウェイなどのイ
ンタプリタを構築する場合に役立ちます。

Tuxedo アプリケーションの各サーバ・マシンに掲示板があります。
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
BBL の役割
BBL は、Tuxedo アプリケーションの各サーバ・マシンで実行される BEA 
Tuxedo 管理プロセスであり、ローカル掲示板への変更を調整し、ローカル・
マシンでアクティブになっているソフトウェア・プログラムの正常性を検証
します。Tuxedo ドメインの各サーバ・マシン (マスタ・マシンを含む ) では 
BBL が 1 つだけ実行されます。

図 3-2掲示板と BBL

DBBL
DBBL は、複数のサーバ・マシン間でアプリケーションの分散を可能にする 
BEA Tuxedo 管理プロセスです。DBBL は、各サーバ・マシン上の BBL サー
バが実行されていて、正常に機能していることを確認します。このサーバ
は、アプリケーションのマスタ・マシン上で実行され、すべての管理機能と
直接通信します。
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BEA Tuxedo 管理プロセス
DBBL を使用すると、コンフィギュレーションとサービスのアドレス指定情
報が、コンフィギュレーション内の各サーバ・マシン上の掲示板に必ず複製
されるようになります。リモート・マシン上のサーバは、ローカル・マシン
上のブリッジ・プロセスを介してアクセスできます。ローカル・マシン上の
サーバは、直接アクセスできます。すべてのローカル通信は、オペレーティ
ング・システムの高パフォーマンスのメッセージ・キューを介して行われま
す。リモート通信は、2 段階で行われます。まず、サービス要求が (ローカ
ルの ) ブリッジを介してリモート・マシンに転送されます。次に、リモー
ト・マシンに到達した要求が、オペレーティング・システムのメッセージを
使用して適切なサーバ・プロセスに送られます。

注記 Tuxedo シングル・マシン・アプリケーションでは、UBBCONFIG ファ
イルの RESOURCES セキュリティの MODEL パラメータの値によって 
DBBL プロセスが実行される場合とされない場合があります。
MODEL=SHM の場合、DBBL プロセスは実行されません。MODEL=MP の
場合、DBBL プロセスとブリッジ・プロセスが実行されます。DBBL 
の利点は、BBL の状態が定期的にチェックされ、終了している場合
は再起動されることです。欠点は、DBBL とブリッジの 2 つのシステ
ム・プロセスが追加的に実行されることです。

関連項目

『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 の 7-1 ページの「ネットワーク
への ATMI アプリケーションの分散」

『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 の 9-1 ページの「分散アプリ
ケーションのネットワーク設定」

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』 の 4-1 ページの「分散ア
プリケーションでのネットワーク管理」
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
BEA Tuxedo ワークステーション・
サーバ

BEA Tuxedo ワークステーション・サーバ・プロセスを使用すると、BEA 
Tuxedo サーバ側の機能がフル・インストールされていないリモート・マシ
ン、つまり BEA Tuxedo 管理サーバも掲示板もサポートしないマシンに、
ワークステーション・クライアント (リモート ATMI クライアント ) を収容
できます。ワークステーション・クライアントと BEA Tuxedo アプリケー
ション・サーバ間の通信は、すべてネットワーク経由で行われます。

ワークステーション・クライアントには、要求に関する情報をパッケージ化
するために十分な BEA Tuxedo システム・ソフトウェアが必要です。その情
報は、ATMI 関数やネットワーク・ソフトウェアを含め、すべての BEA 
Tuxedo システム・ソフトウェアがサポートされた BEA Tuxedo アプリケー
ションで動作するワークステーション・リスナ (WSL) およびワークステー
ション・ハンドラ (WSH) サーバ・プロセスのペアに送信できます。次の図
は、WSL および WSH プロセスがワークステーション・クライアントをどの
ように BEA Tuxedo サーバ・アプリケーションに接続するのかを示していま
す。
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BEA Tuxedo ワークステーション・サーバ
図 3-3ワークステーション・クライアントの処理

ワークステーション・リスナの役割

ワークステーション・リスナ (WSL) は BEA Tuxedo サーバ・マシンで実行
される BEA Tuxedo リスニング・プロセスであり、ワークステーション・ク
ライアントから接続要求を受け付け、同じようにサーバ・マシンで実行され
るワークステーション・ハンドラに接続を割り当てます。ワークステーショ
ン・ハンドラ・プロセスのプールも管理し、要求されたロードに対応して起
動と停止を行います。

管理者は、Tuxedo ドメイン内にいくつかの WSL を定義すると、複数のサー
バ・マシン間でワークステーションの通信負荷を均一的に分散できます。

Windows ワークステーション

UNIX ワークステーション
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
ワークステーション・ハンドラの役割

ワークステーション・ハンドラ (WSH) は BEA Tuxedo サーバ・マシンで実
行される BEA Tuxedo ゲートウェイ・プロセスであり、ワークステーショ
ン・クライアントと BEA Tuxedo サーバ・アプリケーションの間で通信を処
理します。WSH プロセスはアプリケーションの管理ドメインの中に位置し、
ローカルの BEA Tuxedo 掲示板でクライアントとして登録されます。

各 WSH プロセスは、複数のワークステーション・クライアントを管理でき
ます。WSH は、単一接続を介して特定のワークステーション・クライアン
トで処理されるすべての要求と応答を多重化します。

関連項目

BEA Tuxedo Workstation コンポーネント

『BEA Tuxedo のセキュリティ機能』の「セキュリティ管理」

 『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の UBBCONFIG(5)、

WS_MIB(5)、および WSL(5)

BEA Tuxedo 認証サーバ

BEA Tuxedo 認証サーバ (AUTHSRV) を使用すると、システム管理者はワーク
ステーション・クライアントの認証と認可に必要な追加セキュリティを設定
できます。AUTHSVR は、ユーザが適切な認証レベルを持っているかどうかを
検証する単一のサービスを提供します。

管理者は、認証および認可のレベルを設定して BEA Tuxedo アプリケーショ
ンを設定できます。管理者は、AUTHSVR を除くすべてのサーバが、共用メモ
リやメッセージ・キューなどの共用リソースに対して制限付きのアクセス権
を持つようにアプリケーションを設定できます。
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BEA Tuxedo トランザクション管理サーバ
アプリケーション設計者は、AUTHSVR の代わりに、そのアプリケーションに
固有のロジックをインプリメントする認証サーバを使用できます。たとえ
ば、広く使用されている Kerberos のメカニズムを使用して認証を行うため、
認証サーバをカスタマイズすることもできます。

関連項目

『BEA Tuxedo のセキュリティ機能』の「セキュリティ管理」

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の AUTHSVR(5)

BEA Tuxedo トランザクション管理
サーバ

BEA Tuxedo トランザクション管理サーバ (TMS) は、BEA Tuxedo ATMI アプ
リケーションのために、その起点 (通常はクライアント上 ) から 1 つ以上の
サーバ・マシンをまたがり元のクライアントに戻るまでグローバル・トラン
ザクションを調整します。TMS はトランザクションのパーティシパントをト
ラッキングし、2 フェーズ・コミット・プロトコルを監視して、トランザク
ションのコミットまたはロールバックが各サイトで適切に処理されるように
します。
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
図 3-4処理中のトランザクション・マネージャ・サーバ

操作の調整

実行されるすべての操作、およびトランザクションによって影響を受けるす
べてのモジュールを調整するために、TMS は 1 つ以上のリソース・マネー
ジャ (リレーショナル・データベース、階層データベース、ファイルシステ
ム、ドキュメント・ストア、メッセージ・キュー、および他のバックエン
ド・サービスなど ) のアクションを指示します。TMS とリソース・マネー
ジャは共同でトランザクションの原子性を維持しますが、2 フェーズ・コ
ミット・プロトコルとトランザクションの回復 (必要な場合 ) を実際に管理
するのは TMS です。

トランザクション・ログによるパーティシパントの
トラッキング

トランザクション・ログ (TLOG) で、TMS は 2 フェーズ・コミットの第 1 
フェーズの終わりにグローバル・トランザクションのパーティシパントから
すべて「Yes」応答を受け取った後にのみグローバル・トランザクションを
記録します。TLOG の記録があることは、グローバル・トランザクションを
コミットしなければならないことを示します。TLOG の記録がないことは、
トランザクションをロールバックする必要があることを示します。Tuxedo 
ドメインの各サーバ・マシンにはそれ専用の TLOG が必要です。
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BEA Tuxedo メッセージ・キュー・サーバ
関連項目

『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 の 5-1 ページの「トランザク
ション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション」

『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』 の 1-18 
ページの「トランザクション」

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の TM_MIB(5)

BEA Tuxedo メッセージ・キュー・
サーバ

BEA Tuxedo メッセージ・キュー・サーバは、BEA Tuxedo ATMI アプリ
ケーションのクライアントとサーバの間で時間に依存しない通信を実現しま
す。メッセージ・キュー・サーバは、アプリケーションが、グローバル・ト
ランザクション内で、クライアントおよびサーバが生成したメッセージを後
で処理できるよう安定記憶域に格納できるようにします。メッセージ・
キューイング通信に関与するクライアント・プロセスまたはサーバ・プロセ
スは、メッセージをいつそのキューから取得するかを決めます。

BEA Tuxedo メッセージ・キュー・サーバは、TMQUEUE という「メッセー
ジ・キュー・マネージャ」サーバと TMQFORWARD という「メッセージ転送」
サーバで構成されます。

TMQUEUE サーバの役割
TMQUEUE サーバは、クライアントおよびサーバの代わりにメッセージの格納 
(登録 ) および取り出し (登録解除 ) を行います。次の図は、TMQUEUE の機能
を示しています。
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
図 3-5TMQUEUE を使用したメッセージのキューへの登録

TMQFORWARD サーバの役割
TMQFORWARD サーバは、メッセージをキューから取り出し、適切なサーバで
処理されるよう転送します。TMQFORWARD は、キューに入れられたメッセー
ジがサービス呼び出しを必要とする場合のみ必要です。たとえばキューは、
あるプロセスがメッセージをキューに入れて、別のプロセスがそれを削除す
るプロセス間通信に (BEA Tuxedo クライアントまたはサーバ上で ) 使用され
る場合もあります。次の図は、TMQFORWARD の機能を示しています。
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BEA Tuxedo メッセージ・キュー・サーバ
図 3-6TMQFORWARD を使用したメッセージの格納と転送

関連項目

4-13 ページの「コマンド行ユーティリティを使用したアプリケーショ
ン・キューの管理」

BEA Tuxedo /Q コンポーネント

『BEA Tuxedo C リファレンス』の tpenqueue(3c) および tpdequeue(3c)

 『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の APPQ_MIB(5)、

TMQUEUE(5)、TMQFORWARD(5)、および UBBCONFIG(5)
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
BEA Tuxedo パブリッシュ・アンド・
サブスクライブ・サーバ

BEA Tuxedo パブリッシュ・アンド・サブスクライブ・サーバは、BEA 
Tuxedo ATMI アプリケーションで動作するプロセス間のアプリケーション・
イベントおよびシステム・イベントの非同期ルーティングを実現します。イ
ベントとは、管理者、オペレータ、またはソフトウェアが関心の対象とす
る、アプリケーション・プログラムまたは BEA Tuxedo システムにおける状
態の変化などのことです。イベントの例には、「株式が指値かそれ以上の値
で取り引きされた」や「ネットワーク障害が発生した」などがあります。

BEA Tuxedo パブリッシュ・アンド・サブスクライブ・サーバは、TMUSREVT 
という「アプリケーション・イベント」サーバと TMSYSEVT という「システ
ム・イベント」サーバで構成されます。TMUSREVT サーバはクライアントお
よびサーバの代わりにアプリケーション・イベントを処理し、TMSYSEVT 
サーバはクライアントおよびサーバの代わりにシステム・イベントを処理し
ます。次の図は、TMUSREVT および TMSYSEVT の機能を示しています。

図 3-7TMUSREVT および TMSYSEVT を使用したイベントの処理
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BEA Tuxedo Domains (マルチ・ドメイン ) サーバ
関連項目

4-19 ページの「イベント・ブローカを使用したイベントの管理」

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』の「イベント・ブローカ
について」

『BEA Tuxedo C リファレンス』の tppost(3c)、tpsubscribe(3c)、およ

び tpunsubscribe(3c)

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の EVENTS(5)、

EVENT_MIB(5) に関する追加情報、TMSYSEVT(5)、TMUSREVT(5)、および 
UBBCONFIG(5)

BEA Tuxedo Domains (マルチ・ドメ
イン ) サーバ

BEA Tuxedo Domains (マルチ・ドメイン ) サーバ・プロセスは、BEA 
Tuxedo システムのクライアント /サーバ・モデルを拡張してトランザクショ
ン処理 (TP) ドメイン間にトランザクションの相互運用性を提供します。こ
の拡張では、アプリケーション・プログラマとエンド・ユーザの両方がリ
モート・ドメインのサービスに透過的にアクセスできるようにすることで (
またはリモート・ドメインからのサービス要求を受け付けることで ) モデル
および ATMI インターフェイスが維持されます。

BEA Tuxedo Domains サーバ・プロセスは、DMADM という「Domains 管理」
サーバ、GWADM という「ゲートウェイ管理」サーバ、およびいくつかある
「ドメイン・ゲートウェイ」サーバ (GWTDOMAIN プロセスでインプリメントさ
れる TDomain ゲートウェイ・サーバなど ) のいずれかで構成されます。次
の図は、DMADM、GWADM、および GWTDOMAIN の機能を示しています。
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
図 3-8TDomain ゲートウェイ・グループを使用したドメイン間通信

BEA Tuxedo アプリケーション (ローカル・ドメイン )

BEA Tuxedo アプリケーション
(リモート・ドメイン 1)

BEA Tuxedo アプリケーション
(リモート・ドメイン 2)
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BEA Tuxedo Domains (マルチ・ドメイン ) サーバ
次の図は、Domains コンフィギュレーションのコネクティビティを示してい
ます。

図 3-9Domains コンフィギュレーション
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
DMADM サーバの役割
DMADM サーバは、ゲートウェイ・グループの登録サービスを提供します。こ
のサービスは、GWADM サーバの初期化プロシージャの一部として GWADM 
サーバによって要求されます。登録サービスは、要求元のゲートウェイ・グ
ループが要求するコンフィギュレーション情報をダウンロードします。
DMADM サーバは、登録済みのゲートウェイ・グループのリストを管理し、
Domains コンフィギュレーション・ファイル (BDMCONFIG) が変更されると、
変更内容をリスト内のゲートウェイ・グループに伝播します。

複数のドメインがどのように接続されるか、およびどのサービスが別のドメ
インからアクセスできるようになるかは、Domains コンフィギュレーショ
ン・ファイルで定義します。Domains コンフィギュレーション・ファイルの
テキスト形式は DMCONFIG、バイナリ形式は BDMCONFIG と呼ばれます。
Domains コンフィギュレーションに関与する各 BEA Tuxedo ドメインでは、
それ専用の Domains コンフィギュレーション・ファイルが必要です。

GWADM サーバの役割

GWADM サーバは、DMADM サーバに登録して、対応するゲートウェイ・グルー
プで使用されるコンフィギュレーション情報を取得します。GWADM は、
DMADM からの要求、つまり、指定したゲートウェイ・グループの実行時オプ
ションでの統計情報や変更に対する要求を受け付けます。

ドメイン・ゲートウェイ・サーバの役割

ドメイン・ゲートウェイは非同期性の高いマルチタスク型サーバ・プロセス
であり、リモート・ドメインとの間で送受信されるサービス要求を処理しま
す。ドメイン・ゲートウェイは、アプリケーション・プログラマとアプリ
ケーション・ユーザが両方とも別のドメインのサービスに透過的にアクセス
できるようにします。
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BEA Tuxedo Domains (マルチ・ドメイン ) サーバ
次の図で示されているように、BEA Tuxedo システムは複数種のドメイン・
ゲートウェイをサポートしています。そのため、BEA Tuxedo アプリケー
ションは他の BEA Tuxedo アプリケーションまたは他の TP システムで動作
するアプリケーションと通信できます。

図 3-10ドメイン・ゲートウェイの種類

関連項目

4-14 ページの「コマンド行ユーティリティを使用した Domains アプリ
ケーションの管理」

BEA Tuxedo Domains コンポーネント

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の DMADM(5)、

DMCONFIG(5)、GWTOPEND(5)の DMCONFIG 、GWADM(5)、GWTDOMAIN(5)、

および UBBCONFIG(5)

BEA eLink Documentation  
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
異なる BEA Tuxedo コンフィギュレー
ションから利用できるシステム・サービ
ス

次の表は、BEA Tuxedo シングル・マシン・アプリケーション、マルチ・マ
シン (分散 ) アプリケーション、および Domains アプリケーションで利用可
能な BEA Tuxedo システム・サービスのリストです。シングル・マシン・ア
プリケーションとマルチ・マシン・アプリケーションは、BEA Tuxedo ドメ
イン・コンフィギュレーションです。Domains アプリケーションは、
TDomain (GWTDOMAIN) ゲートウェイを通じて互いに通信する複数の BEA 
Tuxedo ドメインで構成された BEA Tuxedo Domains コンフィギュレーショ
ンです。

表 3-1異なるタイプの BEA Tuxedo ドメイン・コンフィギュレーションで利用できる機能

利用できる機能 シングル・マシン・
アプリケーション

マルチ・マシン・
アプリケーション

Domains アプ
リケーション

ATMI X X X

メッセージング・パラダイム X X X
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異なる BEA Tuxedo コンフィギュレーションから利用できるシステム・サービス
管理用の要素 :
UBBCONFIG、TUXCONFIG、掲示
板 (BB)、
BBL、DBBL、
ULOG、TLOG、
ブリッジ

管理プロセス :
tmloadcf、tmunloadcf、
tmboot、tmadmin など
BEA Tuxedo 管理プロセスの概
要については、4-11 ページの
「コマンド行ユーティリティを使
用した操作の管理」を参照して
ください。

X
X
X

表最後の注記を参照
X

X
X

X
X
X

X
X
X

X
X

X
X
X

X
X
X

X
X

Domains の要素 : 
DMCONFIG、BDMCONFIG、
DMADM、GWADM、GWTDOMAIN、
DMTLOG 
Domains 管理プロセス :
dmloadcf、dmunloadcf、
dmadmin

BEA Tuxedo Domains 管理プロ
セスの概要については、4-14 
ページの「コマンド行ユーティ
リティを使用した Domains アプ
リケーションの管理」を参照し
てください。

X
X
X

X
X

アプリケーション・プロセス :
クライアント、サーバ、および
サービス

X X X

表 3-1異なるタイプの BEA Tuxedo ドメイン・コンフィギュレーションで利用できる機能 

利用できる機能 シングル・マシン・
アプリケーション

マルチ・マシン・
アプリケーション

Domains アプ
リケーション
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3 BEA Tuxedo システムの管理とサーバ・プロセス
注記 Tuxedo シングル・マシン・アプリケーションでは、UBBCONFIG ファ
イルの RESOURCES セクションの MODEL パラメータの値によって 
DBBL プロセスが実行される場合とされない場合があります。
MODEL=SHM の場合、DBBL プロセスは実行されません。MODEL=MP の
場合、DBBL プロセスとブリッジ・プロセスが実行されます。DBBL 
の利点は、BBL の状態が定期的にチェックされ、終了している場合
は再起動されることです。欠点は、DBBL とブリッジの 2 つのシステ
ム・プロセスが追加的に実行されることです。

ワークステーション・クライア
ントの管理

X X X

セキュリティ管理 X X X

トランザクション管理 X X X

メッセージ・キューイング管理 X X X

イベント管理 X X

表 3-1異なるタイプの BEA Tuxedo ドメイン・コンフィギュレーションで利用できる機能 

利用できる機能 シングル・マシン・
アプリケーション

マルチ・マシン・
アプリケーション

Domains アプ
リケーション
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章

4 BEA Tuxedo の管理
ツール

以下の節では、Tuxedo アプリケーションを管理するためにユーザが利用で
きる BEA Tuxedo 管理プロセスについて説明します。

BEA Tuxedo ツールのアーキテクチャ

BEA Tuxedo Administration Console を使用した管理操作

BEA Tuxedo Administration Console のメイン・メニュー

MIB を使用した操作の管理

コマンド行ユーティリティを使用した操作の管理

イベント・ブローカを使用したイベントの管理

BEA Tuxedo ツールのアーキテクチャ

次の図で示されているように、Tuxedo アプリケーションを管理するための 
BEA Tuxedo 管理プロセスでは、BEA Tuxedo 管理情報ベース (MIB) に基づ
いて作成されたさまざまなツールが包括的に利用されています。
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4 BEA Tuxedo の管理ツール
図 4-1BEA Tuxedo アプリケーションを管理するためのツール

BEA Tuxedo の MIB には、Tuxedo アプリケーションの操作に必要なすべて
の情報が格納されています。Tuxedo の MIB は、すべてのアプリケーション
で共通の TM_MIB と、それぞれが BEA Tuxedo システムのサブシステムを
記述する次のコンポーネント MIB で構成されます。

WS_MIB－ワークステーション グループとそれらに対応付けられたプロ
セスを管理するために使用されます。

ACL_MIB－アクセス制御リスト (ACL) の管理に使用されます。

APPQ_MIB－アプリケーションの安定記憶域内のキューを管理するため
に使用されます。

EVENT_MIB－イベント通知とサブスクリプション要求データベースの
制御に使用されます。

DM_MIB－Tuxedo Domains (マルチ・ドメイン ) コンフィギュレーション
を管理するために使用されます。

MIB リファレンス・ページ (TM_MIB(5)、汎用リファレンス・ページ MIB(5)) 
は、 『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』で定義されています。

掲示
板 TUXCONFIG TLOG ULOG

コマンド行
ユーティリティ

MIB API イベント・Administration
Console

Tuxedo 管理情報ベース
(TM_MIB、WS_MIB、ACL_MIB、APPQ_MIB、EVENT_MIB、DM_MIB)

ブローカ
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BEA Tuxedo ツールのアーキテクチャ
ツールの MIB とのインターフェイス
次のリストで簡単に説明されている BEA Tuxedo 管理ツールは、MIB との各
種インターフェイスを提供します。

BEA Tuxedo Administration Console－ Tuxedo アプリケーションの監視や
動的なコンフィギュレーションを行うための Web ベースの GUI アプリ
ケーション。

コマンド行ユーティリティ－ Tuxedo アプリケーションの起動、終了、コ
ンフィギュレーション、および管理に使用するコマンド。

BEA Tuxedo MIB アプリケーション・プログラミング・インターフェイ
ス－MIB の情報にアクセスしたり、変更を行うための関数。

イベント・ブローカ－ Tuxedo アプリケーションで実行中のクライアン
ト・プロセスとサーバ・プロセスの間でアプリケーション・イベントを
非同期にルーティングし、システム・イベントを受信する必要のあるア
プリケーション・プロセスにシステム・イベント (通常は障害や例外の
発生 ) を配信する BEA Tuxedo コンポーネント。

他のシステム・コンポーネントとの MIB のインタ
フェース

MIB は、以下の BEA Tuxedo システム・コンポーネントにアクセスします。

TUXCONFIG ファイル－ Tuxedo アプリケーションのコンフィギュレーショ
ン (UBBCONFIG) ファイルのバイナリ版。Tuxedo アプリケーションのすべ
てのサーバ・マシンが、TUXCONFIG ファイルのコピーを格納します。
MIB は TUXCONFIG ファイルを更新し、TUXCONFIG ファイルから情報を読
み込みます。

掲示板－ Tuxedo アプリケーションのすべてのコンフィギュレーションと
動的な処理に関する情報が実行時に保持されるメモリ・セグメント。
Tuxedo アプリケーションのすべてのサーバ・マシンが掲示板を持ちま
す。MIB は掲示板を更新し、掲示板から情報を読み込みます。
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4 BEA Tuxedo の管理ツール
ULOG－ Tuxedo システムおよびアプリケーションのメッセージ (エ
ラー・メッセージ、警告メッセージ、情報メッセージ、およびデバッグ・
メッセージ ) が格納されるユーザ・ログ・ファイル。Tuxedo アプリケー
ションのすべてのサーバ・マシンで ULOG が必要です。MIB は、ULOG 
から情報を収集します。

TLOG－コミットされたグローバル・トランザクションの記録が格納さ
れるトランザクション・ログ・ファイル。Tuxedo アプリケーションのす
べてのサーバ・マシンで TLOG が必要です。MIB は、TLOG から情報を
収集します。

BEA Tuxedo Administration Console 
を使用した管理操作

Java および Web 技術に基づく BEA Tuxedo Administration Console では、実
質的にどこからでも、セキュリティ認可を与えられていれば自宅からでも 
BEA Tuxedo アプリケーションを操作できます。Administration Console は 
Java ベースのアプレットであり、Web ブラウザにダウンロードして Tuxedo 
アプリケーションをリモートで管理することができます。

Administration Console は、複数層型システムの管理に必要な多くのタスクを
簡略化します。システム・イベントの監視、システム・リソースの管理、管
理オブジェクトの作成と設定、およびシステムの統計情報の表示ができま
す。

BEA Tuxedo Administration Console を使用する
利点

認証－ Administration Console では、ユーザの認証が必ず行われます。管
理者は、ユーザ名とパスワードを入力するように求められます。入力し
た情報は暗号化形式でブラウザとサーバ間でやり取りされ、サーバで
ユーザの認証が行われます。サーバ・セットアップの大部分はインス
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BEA Tuxedo Administration Console を使用した管理操作
トール時、つまり BEA Tuxedo Administration Console のサーバ・コン
ポーネントがインストールされ、Web サーバからアクセスできるように
なったときに設定されます。

コンテキスト・センシティブ・ヘルプ－すべての Administration Console 
画面およびツールで、コンテキスト・センシティブ・ヘルプを利用でき
ます。画面上の任意のフィールドや領域に疑問符のアイコンをドラッグ
してクリックすると、そのフィールドや領域に関する情報が表示されま
す。

暗号化－サーバ側とブラウザ間で転送されるデータは、誰も読むことが

できないように圧縮 (56 ビットまたは 128 ビットの暗号化 ) されます。
暗号化により、ストリームの中に不正な管理プロトコル・メッセージが
挿入されるのを防ぐことができます。

ファイアウォールへの対応－ BEA Tuxedo Administration Console サーバ
がブラウザからの要求を受け取り、データのやり取りを行うポートは、
明確に定義され、設定可能なポートです。つまり、ファイアウォールを
通して許可されるポートとして、このポートを設定できます。この機能
により、必要に応じて、ファイアウォールを通して Console ベースの管
理を行うことができます。 

アイコン－ Administration Console で使用されるアイコンは、状態 (非ア
クティブなど )、または Tuxedo アプリケーション内の特定のオブジェク
ト (マシンやサーバなど ) を示します。

Java 対応ブラウザ－ Java ブラウザでは、アプレットを実行して通信を可
能にする Java 仮想マシンがサポートされています。

クライアント側のインストールの不要－クライアントのマシンへのイン

ストールは必要ありません。Console サーバ・コンポーネントが存在する 
Tuxedo アプリケーション内のマシンの URL をブラウザで指定して、
Java アプレットのダウンロードを開始します。アプレットによって BEA 
Tuxedo Administration Console がインプリメントされ、サーバとの通信
が確立されます。

世界中からの安全なアクセス－ Java 対応のブラウザがあれば、セキュリ
ティ・メカニズムが確立されたものとして、世界中のどこからでもシス
テムにアクセスできます。
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ブラウザの条件

BEA Tuxedo システムの各リリースでは、リリースの時点で利用可能なブラ
ウザがサポートされています。BEA Tuxedo Administration Console でサポー
トされているブラウザについては、『BEA Tuxedo システムのインストール』
の 7-1 ページの「BEA Tuxedo Administration Console の起動」を参照してく
ださい。

制限事項

現時点の BEA Tuxedo Administration Console では、BEA Tuxedo リリース 
7.1 以後に導入された機能がサポートされていません。

関連項目

BEA Tuxedo Administration Console オンライン・ヘルプ

4-6 ページの「BEA Tuxedo Administration Console のメイン・メニュー」

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』の「アプリケーションの
監視方法」

『BEA Tuxedo システムのインストール』の「BEA Tuxedo Administration 
Console の起動」

BEA Tuxedo Administration Console 
のメイン・メニュー

初めて Web にアクセスして BEA Tuxedo Administration Console を起動する
と、次のメイン・ウィンドウが表示されます。
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BEA Tuxedo Administration Console のメイン・メニュー
図 4-2BEA Tuxedo Administration Console のメイン・メニュー

メイン・ウィンドウは、主に次の 4 つの要素から構成されます。

メニュー・バー－すべてのアクションにアクセスできるメニュー。

ツールバー－よく使用されるアクションまたは管理ツールへのショート

カットであるボタン。Tuxedo アプリケーションに接続されていない場
合、ツールバーのボタンとメニュー項目の一部が表示されません。

ツリー－ BEA Tuxedo アプリケーション内に存在する管理クラス・オブ
ジェクト (サーバやクライアントなど ) の階層構造。

コンフィギュレーション・ツール－タブ付きのページ。オブジェクトの

属性 (マシンの名前など ) の表示、定義、変更を行うことができます。
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4 BEA Tuxedo の管理ツール
ツリー

[Tree View] ペインはメイン GUI ウィンドウの左側に表示されます。ツリー
は、1 つの BEA Tuxedo アプリケーションを構成する管理オブジェクトの階
層構造です。オブジェクトの入れ子のレベルと親オブジェクトを示すことに
よって、オブジェクト間の関係がグラフィカルに表されます。ツリー全体 
(Tuxedo アプリケーション内の設定可能なあらゆる種類のすべてのオブジェ
クト ) を表示するか、またはオブジェクトのサブセットを表示することがで
きます。

アプリケーションを設定してアクティブにすると、アプリケーション内の管
理クラス・オブジェクトを表すラベル付きのアイコンがツリーに表示されま
す。 

 ツリーには、管理オブジェクトそれぞれに対して 1 つずつ、複数のルートが
含まれます。最初のルートは、Tuxedo アプリケーションから構成されます。
次のルートには、BEA Tuxedo TM_MIB で定義されるオブジェクト・クラス
が表示されます。オブジェクト・クラスの各セットは Tuxedo アプリケー
ションの一部です。3 番目のレベルは、オブジェクト・クラスに属すオブ
ジェクトのインスタンスを表します。

たとえば、アプリケーション内に、SITE1 に存在する romeo と juliet とい
う 2 つのマシンが含まれているとします。両方のマシンがオブジォクトなの
で、それらが属しているオブジェクト・クラスの名前 Machines の下に表示
されます。つまり、次のように表示されます。

Machines
     SITE1/romeo
     SITE1/juliet

ツリー内の各オブジェクトの名前の前にはアイコンが付いています。たとえ
ば、各マシンはコンピュータのアイコンで表され、各クライアントは人の形
で表されます。
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コンフィギュレーション・ツール

コンフィギュレーション・ツールは、選択したクラスの BEA Tuxedo システ
ム・オブジェクトの属性を設定したり変更するためのユーティリティです。
ツリーのオブジェクトを選択すると、そのオブジェクトの [Configuration 
Tool] ペインがメイン・ウィンドウの右側に表示されます。 

コンフィギュレーション・ツール領域のタブ付きフォルダは、管理オブジェ
クトの属性に関する情報を表示したり入力するための電子フォームです。オ
ブジェクトの管理クラス (マシンやサーバなど ) ごとに、フォルダがありま
す。クラスに対応付けられている属性の数は、クラスによって大きく異なり
ます。そのため、オブジェクトを選択してコンフィギュレーション・ツール
を開くと、どこからでも 1 ～ 8 個のフォルダが表示されます。

コンフィギュレーション・ツール領域にデータが入力されると、タブ付き
ページの下に 4 つのボタンが表示されます。これらのボタンを使用すると、
フォルダで行うコンフィギュレーション作業を制御できます。

ツールバー

ツールバーには、頻繁に行う管理操作のためのツールを呼び出す 12 個のボ
タンが並んでいます。ボタンには、アイコンと名前が付いています。次の表
は、各ボタンについて示しています。

ボタン 説明

Stop 現在の操作を中断し、管理者に制御を戻します。この
後で、管理者は新しい操作を要求できます。

Refresh ツリーとコンフィギュレーション・ツールの各ウィン
ドウを最新の内容で更新します。

Search ツリーで、特定の管理オブジェクト・クラスまたはオ
ブジェクトを検索します。

Activate Tuxedo アプリケーションの一部または全部をアクティ
ブにします。
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関連項目

BEA Tuxedo Administration Console オンライン・ヘルプ

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』の「アプリケーションの
監視方法」

Deactivate Tuxedo アプリケーションの一部または全部を非アク
ティブにします。

Migrate サーバ・グループまたはサーバ・マシンを別の場所に
移行します。または、マスタ・マシンとバックアップ・
マシンを入れ替えます。

Log file アクティブな Tuxedo アプリケーション内の特定のマシ
ンから ULOG ファイルを表示します。

Event システム生成イベントを監視するウィンドウを表示し
ます。 

Stats Tuxedo アプリケーションのアクティビティをグラフィ
カルに表示できるタブ付きページを表示します。

Settings  Administration Console セッションの次のデフォルト設
定を行えます。 

BEA Tuxedo オンライン・マニュアルの場所
データの順序付けの方法 (状態または名前 )
デフォルトの作業モード (表示のみまたは編集モー
ド )

CS Help コンテキスト・センシティブ・ヘルプを表示します。
フィールドまたは特定の画面領域をクリックすると、
選択した項目についての情報が表示されます。

Help Administration Console のオンライン・ヘルプを別の 
Web ブラウザで開きます。

ボタン 説明
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コマンド行ユーティリティを使用した操作の管理
『BEA Tuxedo システムのインストール』の「BEA Tuxedo Administration 
Console の起動」

コマンド行ユーティリティを使用した操
作の管理

BEA Tuxedo は、BEA Tuxedo システムに基づいて作成されたアプリケー
ションの各構成要素を管理するためのコマンドを提供します。これらのコマ
ンドを使用すると、共通の管理ユーティリティにアクセスできます。管理
ユーティリティでは、次のタスクを行うことができます。

コマンド行ユーティリティを使用したアプリケーションのコンフィギュ

レーション 

コマンド行ユーティリティを使用したアプリケーションの操作 

コマンド行ユーティリティを使用したアプリケーション・キューの管理 

コマンド行ユーティリティを使用した Domains アプリケーションの管理 

コマンド行ユーティリティを使用したアプリケー
ションのコンフィギュレーション

アプリケーションは、コマンド行ユーティリティを使用してコンフィギュ
レーションできます。具体的には、テキスト・エディタを使用してアプリ
ケーションのコンフィギュレーション・ファイル (UBBCONFIG) を作成および
編集し、tmloadcf というコマンド行ユーティリティを使用してテキスト・
ファイル (UBBCONFIG) をバイナリ・ファイル (TUXCONFIG) に変換できます。
この後、アプリケーションを起動します。

次のリストは、アプリケーションのコンフィギュレーションに使用できるコ
マンド行ユーティリティを示しています。
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tmloadcf(1)―マスタ・マシンで実行されるコマンドであり、アプリケー

ションの UBBCONFIG ファイルをバイナリの TUXCONFIG ファイルにコンパ
イルできるようにします。tmloadcf コマンドは、TUXCONFIG 環境変数で
定義された場所にバイナリ・ファイルをロードします。

tmunloadcf(1)―マスタ・マシンで実行されるコマンドであり、バイナリ

の TUXCONFIG ファイルを元のテキスト形式に変換して、UBBCONFIG ファ
イルと TUXCONFIG ファイルを同期できるようにします。tmunloadcf コマ
ンドは、テキスト形式を標準出力に出力します。

注記 バイナリの TUXCONFIG ファイルを動的に更新しても、テキストの 
UBBCONFIG ファイルは更新されません。

tpusradd(1)、tpusrdel(1)、tpusrmod(1)－認証のためのユーザ・デー

タベースを作成および管理するコマンド。

tpgrpadd(1)、tpgrpdel(1)、tpgrpmod(1)－アクセス制御リストを使用

して、サービス、キュー、イベントへのアクセスを認めることにより、
ユーザ・グループを作成して管理するためのコマンド。

tpacladd(1)、tpaclcvt(1)、tpacldel(1)、tpaclmod(1)－アプリケー

ションのアクセス制御リストを作成して管理するためのコマンド。これ
らのコマンドによって、セキュリティ関連の認証機能を使用できるよう
になります。

コマンド行ユーティリティを使用したアプリケー
ションの操作

アプリケーションを一度コンフィギュレーションすると、次のコマンド行
ユーティリティを使用してアプリケーションを操作できるようになります。

tmboot(1)－マスタ・マシンで実行されるコマンドであり、アプリケー

ション・サーバを一元的に起動できるようにします。tmboot コマンドは 
TUXCONFIG 環境変数を読み込んで、アプリケーションの TUXCONFIG ファ
イルの位置を特定します。tmboot コマンドは、TUXCONFIG を共用メモリ
にロードして掲示板を確立します。変更内容は、マルチ・マシン・ドメ
インのリモート・サーバ・マシンに複製転送されます。
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コマンド行ユーティリティを使用した操作の管理
tmadmin(1)－通常はマスタ・マシンで実行される対話型メタ・コマンド

であり、アプリケーションをコンフィギュレーション、監視、および
チューニングするサブコマンドを実行できるようにします。tmadmin コ
マンドは、(コンフィギュレーション・モードで ) アプリケーションが起
動する前、またはアプリケーションの実行中に使用できます。

tmconfig(1)－通常はマスタ・マシンで実行されるもう 1 つの対話型メ
タ・コマンドであり、アプリケーションをコンフィギュレーション、監
視、およびチューニングするサブコマンドを実行できるようにします。
tmconfig コマンドは、アプリケーションの実行中にのみ使用できます。
tmconfig コマンドは tmadmin コマンドより効果的ですが、使いやすさは
劣ります。

tmshutdown(1)－マスタ・マシンで実行されるコマンドであり、アプリ

ケーション・サーバを一元的にシャットダウンできるようにします。
tmshutdown コマンドは、TUXCONFIG 環境変数を読み込んでアプリケー
ションの TUXCONFIG ファイルの位置を特定します。

コマンド行ユーティリティを使用したアプリケー
ション・キューの管理

コマンド行ユーティリティの qmadmin(1) を使用すると、アプリケーショ
ン・キューのすべての管理機能を実行できます。tmadmin コマンドや 
tmconfig コマンドと同じように、qmadmin は多くのサブコマンドを実行でき
るようにする対話型のメタ・コマンドです。

1 つの BEA Tuxedo アプリケーションで、複数のアプリケーション・
キュー・デバイスを設定し、複数のサーバ・マシン上でアプリケーション・
キューを実行できます。各マシンにはそれぞれ専用のキュー・デバイスがあ
り、qmadmin を実行して、各サーバ・マシン上の特定のアプリケーション・
キュー・デバイスを監視したり管理することができます。
『BEA Tuxedo システム入門』 4-13



4 BEA Tuxedo の管理ツール
コマンド行ユーティリティを使用した Domains ア
プリケーションの管理

BEA Tuxedo Domains (マルチ・ドメイン ) アプリケーションを作成するに
は、既存の BEA Tuxedo アプリケーションを他のドメインと統合します。.
そのためには、システム・サーバ (DMADM、GWADM、および GWTDOMAIN) のドメ
イン・ゲートウェイ・グループを UBBCONFIG ファイルに追加する必要があり
ます。これらのサーバについては、3-19 ページの「BEA Tuxedo Domains (
マルチ・ドメイン ) サーバ」で説明します。

Domains コンフィギュレーションに関与する BEA Tuxedo アプリケーション
のすべての Domains コンフィギュレーション情報は、DMCONFIG というファ
イルに格納されます。UBBCONFIG ファイルと同様に、DMCONFIG ファイルも任
意の名前を持つことができます。ただし、そのファイルの内容が『BEA 
Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』のリファレンス・ページ 
DMCONFIG(5) で説明されている形式に準拠している場合に限ります。テキス
ト・エディタを使用して DMCONFIG ファイルを作成および編集し、dmloadcf 
というコマンド行ユーティリティを使用してテキスト・ファイル (DMCONFIG) 
をバイナリ・ファイル (BDMCONFIG) に変換します。BDMCONFIG ファイルは、
DMADM サーバを実行するマシン上に配置する必要があります。

注記 DMADM サーバは、Tuxedo ドメインのどのマシン (マスタ・マシン、
非マスタ・マシン ) でも実行できます。

次のリストは、Domains コンフィギュレーションに関与する BEA Tuxedo ア
プリケーションのシステム・サーバのドメイン・ゲートウェイ・グループを
設定および操作するために使用できるコマンド行ユーティリティを示してい
ます。

dmloadcf(1)―DMADM サーバと同じマシン上で実行されるコマンドであ
り、アプリケーションの DMCONFIG ファイルをバイナリの BDMCONFIG 
ファイルにコンパイルできるようにします。dmloadcf コマンドは、
BDMCONFIG 環境変数で定義された場所にバイナリ・ファイルをロードし
ます。

dmunloadcf(1)―DMADM サーバと同じマシン上で実行されるコマンドであ
り、バイナリの BDMCONFIG ファイルを元のテキスト形式に変換して、
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MIB を使用した操作の管理
DMCONFIG ファイルと BDMCONFIG ファイルを同期できるようにします。
dmunloadcf コマンドは、テキスト形式を標準出力に出力します。

注記 バイナリの BDMCONFIG ファイルを動的に更新しても、テキストの 
DMCONFIG ファイルは更新されません。

dmadmin(1)―通常は DMADM サーバと同じマシン上で実行される対話型メ
タ・コマンドであり、ドメイン・ゲートウェイ・グループをコンフィ
ギュレーション、監視、およびチューニングするサブコマンドを実行で
きるようにします。dmadmin コマンドは、(コンフィギュレーション・
モードで ) アプリケーションが起動する前、またはアプリケーションの
実行中に使用できます。

関連項目

BEA Tuxedo コマンド・リファレンス

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の DMADM(5)、

DMCONFIG(5)、GWADM(5)、GWTDOMAIN(5)、および UBBCONFIG(5)

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』 の 2-13 ページの「コマン
ド行ユーティリティを使用してアプリケーションを監視する」

3-6 ページの「BEA Tuxedo 管理プロセス」

3-15 ページの「BEA Tuxedo メッセージ・キュー・サーバ」

3-19 ページの「BEA Tuxedo Domains (マルチ・ドメイン ) サーバ」

MIB を使用した操作の管理

BEA Tuxedo MIB は、Tuxedo アプリケーションの管理に使用します。MIB 
では、すべての Tuxedo ドメインで必要とされるアプリケーションの構成要
素を定義します。MIB では、Tuxedo アプリケーションがクラス (サーバ、
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4 BEA Tuxedo の管理ツール
グループ、マシン、ドメインなど ) として定義されます。各クラスは、各種
の属性 (ID、状態など ) によって特徴付けられるオブジェクトから構成され
ます。

Tuxedo サーバ・マシンがアクティブになると、そのサービスの名前が掲示
板 (BB) で宣言されます。掲示板は、MIB の実行時 (動的 ) 表現です。掲示
板は、MIB のグローバルおよびローカルの状態変化がポストされる場所で
す。Tuxedo システムでは、マスタ・マシン上にあるバイナリの TUXCONFIG 
ファイルを使用して掲示板を作成し、TUXCONFIG のコピーをアプリケーショ
ン内の非マスタ・マシンに転送してそれらのマシンで掲示板を設定します。
掲示板は、Tuxedo アプリケーションの各サーバ・マシンで実行します。

次の図は、高いレベルから見た BEA Tuxedo MIB の操作です。

図 4-3高いレベルから見た BEA Tuxedo MIB の操作

マシン 2

マシン 3

Tuxedo ドメイン

* TUXCONFIG ファイル

BB

TUX*

BB

ULOG

TLOG

TUX*

注記 : 
DBBL と BBL は省略されています。

マシン 1
(マスタ・マシン )

BB

ULOG

TLOG

TUX*

MIB

ULOG

TLOG
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AdminAPI
AdminAPI は、BEA Tuxedo MIB のシステム設定に直接アクセスして操作す
るためのアプリケーション・プログラミング・インターフェイスです。
AdminAPI を使用すると、ログ・ファイルの監視やアプリケーションの動的
な再コンフィギュレーションなどの管理タスクを自動化し、人が行う作業を
減らすことができます。このような利点は、ミッション・クリティカルなリ
アルタイム・アプリケーションで重要です。MIB プログラミング・インター
フェイスを使用すると、BEA Tuxedo システムにおける操作を簡単に管理す
ることができます。特に、独自のプログラムを使用してアプリケーションの
監視、コンフィギュレーション、チューニングを行うことができます。MIB 
は、次のように定義されます。

フィールド操作言語 (FML) 属性として定義され、インプリメンテーショ
ンに依存しない管理データベース。

ATMI 関数を使用して、BEA Tuxedo システムへの照会 (get を使用して
システムから情報を取得すること ) や、BEA Tuxedo システムの更新 
(set を使用してシステムの情報を変更すること ) をいつでも行うことが
できるプログラミング・インターフェイス。これらの関数には、
tpalloc、tprealloc、tpgetrply、tpcall、tpacall、tpenqueue、

tpdequeue などがあります。 

MIB ユーザのタイプ

MIB では、システム (またはアプリケーション ) 管理者、システム・オペ
レータ、その他という 3 つのタイプのユーザが定義されています。次の表
は、各タイプについて示しています。

ユーザのタイプ 説明

システム (またはアプリ
ケーション ) 管理者

アプリケーションの正常な実行を維持する責任者。管
理者には、すべての管理ツールと MIB のすべての管理
機能を使用する権限が与えられます。管理者は、実行
中のアプリケーションのコンフィギュレーション、管
理、変更を行うことができます。
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4 BEA Tuxedo の管理ツール
MIB のクラス、属性、状態
クラスとは、BEA Tuxedo アプリケーションを構成するエンティティ (サー
バ、マシンなど ) のタイプです。属性とは、クラス内のオブジェクトの特徴
を表すもので、ID、状態、コンフィギュレーション・パラメータ、実行時の
統計などがあります。属性には、MIB の操作および応答に共通するものや、
個々のクラスに共通するものがあります。すべてのクラスには、オブジェク
トの状態を示す状態属性があります。

MIB(5) リファレンス・ページに定義されている共通の属性は、クラスに依
存しません。これらの属性は、入力操作を制御したり、ユーザが何をしよう
としているかを MIB に伝達したり、特定のクラスに依存しない出力バッ
ファの特徴をプログラマに示します。

関連項目

 『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の ACL_MIB(5)、

APPQ_MIB(5)、DM_MIB(5)、EVENT_MIB(5) に関する追加情報、MIB(5)、

TM_MIB(5)、および WS_MIB(5)

FML を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラミング

システム・オペレータ 実行中のアプリケーションの日々の操作を監視し、問
題に対応する担当者。オペレータは、実行中のアプリ
ケーションに関する統計を監視します。イベントおよ
び警告に対応して、サーバの起動やマシンのシャット
ダウンなどを行う場合もあります。オペレータは、ア
プリケーションの再コンフィギュレーション、サーバ
またはマシンの追加、マシンの削除は行いません。 

その他 MIB を読み取る必要はあるが、アプリケーションを変
更する権限を持たない人またはプロセス (カスタム・プ
ログラムなど )。

ユーザのタイプ 説明
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イベント・ブローカを使用したイベントの管理
イベント・ブローカを使用したイベント
の管理

イベントとは、管理者、オペレータ、またはソフトウェアが関心の対象とす
る、アプリケーション・プログラムまたは BEA Tuxedo システムにおける状
態の変化などのことです。イベントの例には、「株式が指値かそれ以上の値
で取り引きされた」や「ネットワーク障害が発生した」などがあります。

BEA Tuxedo イベント・ブローカは、BEA Tuxedo ATMI アプリケーション
で動作するプロセス間のアプリケーション・イベントおよびシステム・イベ
ントの非同期ルーティングを実現します。アプリケーション・イベントはア
プリケーション定義のイベントの発生、システム・イベントはシステム定義
のイベントの発生を意味します。

アプリケーション定義のイベントとシステム定義の
イベントの違い

アプリケーション定義のイベントは、アプリケーションの設計者によって定
義されます。そのため、アプリケーション固有のものです。アプリケーショ
ンに対して定義されたすべてのイベントは、アプリケーションで実行されて
いるクライアント・プロセスおよびサーバ・プロセスによってトラッキング
されます。

システム定義のイベントは、BEA Tuxedo システムのコードによって定義さ
れます。通常、TM_MIB(5) で定義されたオブジェクトが対応付けられていま
す。システム定義の全イベントのリストは、『BEA Tuxedo のファイル形式
とデータ記述方法』の EVENTS(5) リファレンス・ページに記載されていま
す。これらすべてのイベントは、BEA Tuxedo システムのユーザによってト
ラッキングされます。
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アプリケーションのイベントの監視

次の表は、BEA Tuxedo アプリケーションでイベントを監視できるようにす
るための基本的な作業を示しています。

イベントのサブスクライブ

BEA Tuxedo アプリケーションの管理者は、クライアントまたはサーバ・プ
ロセスの代わりに、アプリケーション定義イベントまたはシステム定義イベ
ントの公開リストを使用し、tpsubscribe(3c) を呼び出してサブスクリプ
ションを要求できます。EVENTS(5) は、システム・イベントによって生成さ
れた通知メッセージとイベント名 (tppost(3c) が呼び出されたときに引数と

作業 説明

1. 監視するイベントを
決める

アプリケーション・プログラムは、a) 対象となるイベ
ントの発生時にそのイベントを検出し、b) 検出された
イベントが tppost(3c) を介してイベント・ブローカ
にポストされるように記述します。

アプリケーション設計者は、どのイベントを監視する
のかを決めます。システム・イベントの場合、アプリ
ケーション設計者は EVENTS(5) リファレンス・ペー
ジからシステム定義のイベントを選択します。

2. イベント・リストを
作成する

システム・イベントのリストが EVENTS(5) によって 
BEA Tuxedo システムからユーザに提供されるように、
アプリケーション・イベント・サブスクリプションの
リストが関心のあるユーザに提供されます。システム
定義のイベントの名前はドット (.) で始まり、アプリ
ケーション定義のイベントの名前はドット (.) で始まる
ことはできません。

アプリケーション定義イベントのリストを用意する際、
アプリケーション設計者はリファレンス・ページ 
EVENTS(5)、TMUSREVT(5)、TMSYSEVT(5)、および 
field_tables(5) を参照する必要があります。
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イベント・ブローカを使用したイベントの管理
して使用される名前 ) をリストします。サブスクライバは、正規表現のワイ
ルド・カード機能を使用して、tpsubscribe を 1 回呼び出すだけでイベント
のカテゴリ全体に対応することができます。

システム定義イベントの各サブスクリプションは、いくつかある通知方法の 
1 つを指定します。通知方法の 1 つはメッセージを ULOG に配置することで
す。EVENT_MIB の T_EVENT_USERLOG クラスを使用して、サブスクライバはシ
ステム USERLOG メッセージを書き込むことができます。イベントが検出され
て合致すると、これらのイベントは ULOG に書き込まれます。

イベント・ブローカは、MIB オブジェクトの 100 種類以上の状態の変化をシ
ステム・イベントとして認識します。システム・イベントのポストには、イ
ベントが発生したオブジェクトの現在の MIB 表現が含まれます。

関連項目

3-18 ページの「BEA Tuxedo パブリッシュ・アンド・サブスクライブ・
サーバ」

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』の「イベント・ブローカ
について」

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』の「イベントのサブスク
ライブ」

『BEA Tuxedo C リファレンス』の tppost(3c)、tpsubscribe(3c)、およ

び tpunsubscribe(3c)

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の EVENTS(5)、

EVENT_MIB(5) に関する追加情報、TMSYSEVT(5)、TMUSREVT(5)、および 
UBBCONFIG(5) 

『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』の「イ
ベント・ベースの通信」
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